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21世紀に向けた社会福祉の挑戦
　　　一社会福祉基礎構造改革の視点一

闘期　日　1998年7月23日（木）・24日（金）

■時　間　23日，lO時～16時30分　24日・9時30分～15時30分

圏会　場　日本教育会館（東京都千代田区一ツ橋）

嗣定　員　800名（定員になり次第締切）

■受講料　了，aoO円

■主　催　財団法人鉄道弘済会

　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　需　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　社会福祉基礎構造改革の展望と課題
　　一社会福祉システムの再構築をめざして一

　　　　　（敬称略）

厚生省社会・援護局長炭谷　　茂

　住民サービスとしての自治体福祉
　行政の課題
　　一地方分権・住民参画の動きのなかで一

r福祉自治体ユニット」事務局長菅原　弘子

藻講鱗攣菩菱課長都留佳苗
　　誓霧薯藩継撰辱緒員松谷　憲二

障劃盤離学部教授根本嘉昭

　介護保険導入に向けた準備と課題
　　一選択と質を保障するサービスをめざして一

簑婁憂導壽撰騒儀鑛甕繰陛都築　光一

　箆響霞嚢業杢変麗護喪鈴木みな子

　奪果当鞍褒孟落合　直樹

〔呆二劉騨輪授大友信勝

　自己決定と参加を保障する社会
　福祉実践
　　一利用者とサービス提供者との対等な関係をめざして一

　　　　　　　　　P一　　　　瞬　　　　　　　　i　　　、　一　　　　　畠

　　　　　　あ　　を　　　ま　　　　　

義蕃笙窪嬰覆翫葦亨夢会主任本間　弘子

　晃蕩撃馨籍携象施設長菅原　哲男

〔呆二列東嬬繍騒憲石渡和実

福祉が変わる・福祉を変える
　一市民が求める福祉サービスー

　　北悔道奈井江町長北　　良治

　　河北総合病院理事長河北　博文

　　朝日新聞論説委員大熊由紀子

　　高齢者施設研究家本間　郁子
要蔓離薯霧耕羅議争青葉園園長清水　明彦

障劉明治学駄学副学長山崎美貴子

国老いと家族
作家佐江　衆一

闇申込方法　①郵便振替でお申し込みの場合　振替用紙に，住所，氏名，電話番号を，通信欄には勤務先名（施設の場合は種別も

　　　記入），希望の選択講座の番号（◎～◎），および手話通訳ご希望の有無を明記し，お振り込みください。

　　　　1振替口座＝00140－8－143594，加入者名＝鉄道弘済会社会福祉部）
　　②現金魯留でお申し込みの場合　①に準じ，必要事項を記入のうえ，受講料を添え，お送りください。

■申込先　財団法人鉄道弘済会　社会福祉部『社会福祉セミナー』係

　　　　　〒102 OO83東京都千代田区麹町5－1　TEL・03－52了6 0325　FAX：03－52了6
0325
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今月の表紙
音楽シリーズ②

「COSMIC　DRUMMERj
野枯育葉さん

（東京コロニー障害者アートバンク登録作品より）

障害者アートパンクの歴史は、これまで
の障害者芸術運動とは異なり、障害畜アー
チストのもつ才能を漉粥することで、所得
面を中心に社会参加を促そうという新しい
試みの歴史です．

現在、登録作家約380名、登多，糞作品数
3，600点、使用』、1、し数約360点とfI・々その数は

擁、大してきています。

巻頭冒　「やさしさと健やかさに満ちた甫民のまち」をめざして

　　　　　　　　　　　　　仙台市健康福祉局長佐藤　直敏　2

圏平成10年度の生活保護

　　　　○第54次生活保護基準の改定

　　　　○実施要領の改正

　　　　○医療扶助の運営

厚生省社会・援護局保護課

　　　　　　　3

　　　　　　　　6

　　　　　　　　7

水 脈 10

匿■匿ヨ平成m年度の生活保護、社会福祉（義響嬰繋）指導監査方針

　　　　　　　　　　　　　　　　　　厚生省社会・援護局監査指導課

　　　　○生活保護指導監査の方針等について　　　　　　12

　　　　0保護施設に係る指導監査方針　　　　　　　　　24

詰将棋・諾碁 36
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［別紙1］平成10年度生活保護基準改定の概要

（！級地一1）

　第53次
⑲年4月1日1

　第54次

（10年4月田） 備　考

凹 円

1　生活扶助基準 儲鱈人世帯
居宅〔1類十2類） 33歳男、

標準3人世帯 161859 163316
29歳女4歳子

期末・・時扶助費（牒稽） 14220 14330

【加算等1

妊灌婦加瓢妊娠6か月以劫 13860 13960

老齢加算

70歳以上

（居　　宅） 17，9窪0 18，070

（入院・入所1 15060 前年度r ・顯

1サ子加算

（居　　宅〕 23β20 23，490

（入院・入所1 19600 前年度同額

障害者加算

障害等級1・2級
嘱　　　宅） 26，910 27，110

1入院・人断） 22，580 前年度同額

貢度障害者他人介設料 70650 71400

在宅’賭加算 13340 13430

人丁栄養費 119ア0 玉2050

入院患者EI用口費 23230以内 23390以内
人宇準備金

小　学　校 39，200以内 前年度1司額

中　学校 45800以内 前年度同額

2　住宅扶助　準

家賃閥代等 13，000以内 前年度同額

住宅維持費 年額玉20000以内 前年度同額

3　教育扶助基準

小　学　校 2，140 前年度同額

中　学　校 4140 前年度同額

4　出産扶助基準

居　　宅 178，000以内 前年度1司額

施　　設 140、000以内 141，000以内

十人院料 十入院料

5　生業扶助基準

生　業　費 45，000以内 前年度同額

技能修得費 58，000以内 59，000以内

就職支度費 31000以内 前年度同額

6　葬怨扶助基準 171000以内 175000以内
7　勤労控除 大人の基準額

基礎控除（隈度額1 33，26D 32，530

特　別　控　除 年額151，200以内 年額152，400以内

新規就労控除 10，400 10，500

未成年者控除 11βOQ 11，70Q

不安定就労控除 81000 前年度同額

厨最かり虞保　三
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囲平成1。年度の生活保護．第54次生活髄準の改定

［別紙2］平成10年度生活扶助基準（月額）

　　　　　　　　標準3人世帯（33歳男・29歳女・4歳子〉

級地区分 格差 平成9年度平成10年度 改定率

1級地一1 100．0 161，859円 163，316円

0．9％

1級地一2 95．5 154，575 155，967

2級地一1 91．0 147，292 148618

2級地一2 86．5 140，008 141，268

3級地 1 82．0
132724 133919

3級地一2 77．5 125，441 126，570

［別紙3］最低生活保障水準（月額）の具体的事例

1．標準3人世帯【33歳男、29歳女、4歳子】
／級地 1 1級地 2

2級地
1 2級地一2 3級地一1 3級地 2

Il喘当たり最低生活費 176316円 168967円 161618円
154268Fi

1419191■i 134570円

生活扶助
　　第　1類

　　第　2類

163β16

107196D

55356

155，967

103，100

52867

148，618

98，250

50368

141，268

93，390

47878

133，g19

88，520

45399

126野570

83，680

42890

住宅扶助
13000 13000 13000 13000 8000 8000

（注）　　第2類は，冬季加算（VI区額×5／12）を含む。以下lrl】じ。

　　就労収入のある場合には，収入に1、§じた額が勤労控除として控除されるため、現実に消費し斜る水“としては、

　　ヨ．活保護の基準額に控除額を加えた水準となる、以下同じ。

2．夫婦子2人世帯【35歳男、30歳女、9歳子（小学生）　4歳子】

1級地一1 1級地一2 2級地一1 2級地 2 3級地 1 3級地 2
Il重帯当たり最低生活費 220221円 210987円 201777円 192533円 178293円 169088円

生　活　扶　助

第　　1　　類
第　　2　　類

2D5，081

144，770

60311

195β47

138250

57597

186，637

131，750

54887

177，393

125，230

52163

168，153

118，700

49453

158，948

112，210

46738

教　育　扶　助 2140 2140 2140 2140 2140 2140

住　宅　扶　助 1呂000
13000 13000 13000 8000 8000

3．老人2人世帯【72歳男、67歳女1

1級地 1 1級地 2 2級地 1
2級地

2
3級地

1 3級地一2
世帯当たり最低生活費 149989円 144904円 138039円 133054円 121085円 U6210円

生　活　扶　助
第　　｝　　類

第　　2　　類

118，919

69，120

49799

113，834

66280

47554

108，219

62，900

45319

103，234

60，160

43074

97，515

56，680

40835

92，640

54，050

38590

老　齢　加　算 18070 18070 16820 16820 15570 15570

住　宅　扶　助 13000 13000 13000 13000 8000 8000

4．老人1人世帯【70歳女｝

1級地
1 1級地一2 2級地

1 2級地一2 3級地一1 3級地一2
Il婦当たり最低生活費 108506円 105288円 100289円 97171円 87063円 84064円

生　活　扶　助

第　　1　　類
第　　2　　類

77，436

32，660

44776

74，218

31，460

42758

70，469

29，720

40749

67，351

28，620

38731

63，493

26，780

36713

60，494

25，790

34704

老　齢　加　算 18070 18070 16820 16820 15570 15570

住　宅　扶　助 13000 13000 13000 13000 8000 8000

51
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（前ぺ一ジよりひき続き、［別紙3］最低生活保障水準（月額）の具体的事例）

5．母子3人世帯【30歳女、9歳子（小学生）、4歳子】

1級地一1 1級地一2 2級地 1 2級地一2 3級地 1 3級地 2
世帯当たり最低生活費 200244円 193053円 184135円 176943円 162992円

155824FII

生　活　扶　助

第　　1　　類
第　　2　　類

159，754

104，400

55354

152｝563

99，700

52863

145，385

95，010

50375

138，193

90，310

47883

13Dp992

85，600

45392

123，824

80，920

42904

母　子　加　算 25350 25350 23610 23610
2工860 21860

教　育　扶　助 2140 2140 2140 2140 2140 2140

住　宅　扶　助 13000 13000 13000 13000 8000 8000

6，重度障害者を含む2人世帯【65歳女、25歳男（重度障害者）】

1級地一1 1級地 2 2級地一1 2級地一2 3級地 1 3級地一2
世帯当たり最低生活費 192969円 187264円 179699円 173994円 161425F【1 155730円

生　活　扶　助

第　　1　　類
第　　2　　類

126，629

76，830

49799

120，924

73，370

47554

115，239

69，920

45319

109P534

66，460

43074

103，835

63，000

40835

98，i40

59，550

38590

障害者加算
重度障害加算
重度障害者家族介護料

27，110

14，270

11960

27，110

14，270

1i　g60

25，230

14，27D

11960

25，230

14，270

11960

23β60

14，270

11960

23，360

14，270

11960

住　宅　扶　助 13000 13000
王3000 13000 8000 8000

場さて
合れ’入
はて従院
支い来に
給る’際
対医病し
象療衣て
と機貸り
し関与寝
てに加巻
い入算等
な院がに
かす丞つ
つる認い

（2〉有動法給の合い

所及つで布が保
要びいあ団適護
霞響｛象類響真

善者災’被れ災
を物害こ服な害
行価救の類いに
つの助支等場遭

　　　　　　　　　　　（1）一　 適がも
向に基一に’本〈　た類　　　改用行に第
をよ準時適災基解　この災被正さわ’54
勘る限扶用害準説＿莞支害　服のれ拠保次
案基度助さ救嫉　　　給時費概る　護生し準額基れ助　〉畢　基に　等要こ平の活
て額に準る法被　　　準おのはと成実保

じ度しのよい十
た改てありる一・
取正一る新者日
扱に生者たで以
い伴じにに’前
とうるつ寝病か

6
の2
の

〔5）

の
ア

の
㈲

限け
度る
額布
を団
引類
き

上被
げ服

改
正

次と十施護
のな年要基
とつ四領準
お有月のの
り　一一改
で　日部正
あ　か改と
る　ら正と

も需い巻衣ら　を医只い衣酬対る酬被

欝翻黒躍欝蝶縫羅雛翰（頴薩
てなr意算き本掩に与6算にて関貸つ必　　　伴か診

準制際要にて三　　　　　　　　　　　2　要算の馨舞薙講熱舞
をれアこ月’合さ’寝
除てのとか診はれ診巻
くい㈲にら療支て療等
とる中伴病報給い報の

の
〔5）

の
ア

の
囲

のが改
改廃定”
正止に・
をさよ庭
行れり1

実
施
要
領
の
改
正

つ裸蟻

乙脚αηゴ1顕e駈σ耀　1998、5
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團平成1。年度の生騰，実騰の改正

平六　十と給てする護
成年こ四の付定る被病入く

鎗繍馨鍵顯雛
月診看設補実て　カiの特
末療護さ填際い看　病別
日報にれすにる護付院分
を酬つたる必医料添等護
ものいも目要療の看へ費
つ改ての的な扶標護入は
て定匡でで看助準を院’
廃に　あ昭護の額必し基
止よ平ゑ和費看と要て準
さり、成　五用護しとい看

局
第6
の2
の

／9）

の

廃了　　二　め衣関す・範助　 えをし

耀集入鑓認鷺蔀瓢
たい看
こ　’護
と入に
。院か
　患、か
　者る

特経
別過
介措
護置
費の
を終

院
患
者
特
別
介
護
費
の
廃
止

旨を契礪賄くkこせ正
で利約でえま　とばの
は・用にあなでこと支時
な・す1基るい経のし給点
曝る づこ臨常取掩対に

場教と時1的扱
含　 か的1最い
の引ら需…低僕
費き　要生
用続医に1活一
をき療対1費打寺
認癒機応の扶

象お
とい
して
て他
差の
し要
支件

第

特通○の準と長保て院あ　別知　〇九特　　し通第＿患
40　基の　円万別　　な知二昭者
一　準問　に七基　　　と十和特

る患正正要ろ護を九ろ年
こ者をを領でのも月で九
と特参行のあたつ三あ月
と別照い関るめて一卜胤宋

め人医在増続医　 一
る員療で加い療最
割一扶は傾た扶近　医合約助・向減助の療
！齢魏繍鱗蕩
尽万給○艮向は扶　の
九耳し万 が昭助状
％Oて六平平和の況とQお・成成五動
な○軌〇九六十向
つ人　○年年九を
縦藻父吾離馨
資占護が現降らと

（11改　 二 る負一年
　正今　　割担八度ま
健の回医合金六予た

っ需に　改てに保約平鶴
い係正い占護六成1てる　資め費千十．

医
療
扶
助
の
運
営

能　　社年認定鱗に九　　四

懸　欝繍糞裂
施機　第昭極別r準上設関　　七和っ基　0限げ
管耳蔑　螺欝鑛
入業　　号四の設　円を

善費力1き入1るとらあ自や院
を用　 る所…晃きのり家む入
行のそこ後込礁援’以を所
つ実のと一み　助か外得し
魔態支と年が一等つのなて
　等給し間あ年でそ場いい
　を基てをる以賄の所事る
　勘準い限場内うたに情単
　案限る度合にこめ保に身
　し度ととに退との管よの
　て額こし限院が費すり被
　所にろてq退で用る’保
　要つで認　所きが必家護
　のいあ定入でな他要財者
　改て1るで院きいかがをが

7
五㌍醐4晩幽ハθ1998，5



こ病る
と院不
かに祥
ら対事
’すが
厚る相
生国次

民い　　（21務な保助係じ給ら　らも九等公安当な医ね険よ環
ので精徹　連ど護にるら付薬こ施つ年の平定面改療な制り境近
否発神底精絡平者よ一れと剤の行て六一等運の革保い度医力1年
信生病等神を成のる部た負にたさ交月部を営財が険深の療　の
をセ院に病し九負給負と担係酸れ付二を図の政急制刻存費高医
招　につ院た年担付担このる　るさ十改る確危が度な立が齢療
い精おいにと八ががにろ見一平こ拠日正た保機れの状の増化保
た神けて対こ貝増行つで直部成と　法すめとをて総況基大の険

すろ一えわいあし負九と同律る・世回い合に盤を急制
るで十るれてる等担年な年第法r代避灸的あを続速度
指あ九こる犠力1のの九つ九九律健問k　かる揺咳なを

欝肪転繕辮魍臨灘制撮重振欝
強　けな　療剤がな療　日号平険担度一・本かし療等巻
化　事い被扶に講どか　かを成法のの方的らか保にく

主指たい院医関　と護が置る法地主も　見す九医十い院会康省
眼定戦て患療にまな法改とこに指管のこ直る十薬三てに・政大
事医周者扶継つ主善しとよ懇とのし指一発号一対援策臣

そ鼎躍適縫藩纏馨銭擁丞鵜解言㌍鎌
r指がさど切の医　る生主後十活す福連　面院第十障底精黛長
特導行れにな趣療　こ活管の分保る祉す　的に四二第に神
にのうたつ入買機　 と保課措図護実法る　に対百号百つ病社健

月へ券生　取保第て細運福と性者険　　（3）でか個管則るいお精
十の・省こ扱発六一書営祉こかの者従被　あ』人理とこてい神

一成被知で　　二五示療会老れ上　等い細　たれっをまら経来
号九保r峡　開号日に報保人ての被のて書　 とてい設撫支費病
）年護医　　示　老つ酬険保き必保被　等　こいてけ　出に院
に八者療厚　の庁企い明庁健た要険保　の　ろるもて原すつに

し十い療除他平成事
た年場報く法成す務ま
と二合酬）他九る処歳
こ旦の明に施年際理
ろハ取細よ策九のに開
で日扱書りの月留関再
あ付い等保活九立すに
繰写継里牒継
　務い管実被け憩扱つ
　連てさ施用事にいて
　絡嫉れ機者務つ要の
　で　て関保連い領異
　指平いに険絡てを体
　示成な診をでは作的

ζじす医②こ者療①し開酬護明報診よ
　なる療　菟と報　た示明療細酬療り

いこ券指
旨と・定
主に診医
治よ療療
医つ報機
のて酬関
判診明等
断療細に
を上書対
求支等し
め障をて
るが開当
こ生示該

が酬開上に細養寳明報’
同明示でつ書費　細酬生
一細を開いを明医書明活
で書求爪てい細療　細保
雑餐畦書拳騨嚢
こ記者ゑ次以調一券一に
と載と」の下剤老・医よ
献監碧拳ム嚢難
認て券さり・調訪療・療
すい・れ確）剤問養診券
るる診掩認の報看費療・

五ヴ6侃η4τ鞄ク伽瑠19985
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幽平成1。年度の生活保護，医療扶助の運営

樹削に三一実長削準る百成　をれはい承へ護合成護こ平添つ一
　除よ月部施通軌の保九九こもる付る認の難に八要と成看い部
そし軌三改要知　う護号年れつこ添者を届鐘嫉年員と八護て改
のた　十正領rまちのを九にてと看に受出計　三のな年に療正
他と看…等及生桑r基も月伴経と護限けを画経月確つ三つ養に
　こ護日にび活　看準つ三染過なのった行の過ま保麓月いのよ
　ろの社っ医保厚護別て十　期軌療て医し1策措でが　宋て給り
　で給援い療護生の表　 日医間　養　療　定置に困しをの付各
　あ付第て扶法省た第生厚療の平費最機都・と解難かも饗が医
　資な八一助に社め四活生扶終成の長関道都し消等しつ食改療
　　蔓百一運よ会の医保省助了九支…に府道てでのなて費正保
　　騒轟麟雛灘腿讐騒顯付雲畿鞍鋤
　　樋携灘認讐軽鷺齢惣鶴睾看鱒諜
六受　　三
割給被
をし保医
医て護療
療お者扶
扶りの助
助’約　の
費保八適
が護割正
占費がな
め負医運
て担療営
い金扶
るの助
こ約を

の道援い療護生
改共第て扶法省こ
正済八一助に社れ
を組百一運よ会に行合十平営る　伴
つ・）三成要保劇1
鷹関号＋領護護
　す）些のの局医
　るに二」一…燧長療
　こよ旦部施通扶
　とり二改要知助
　な’十正領rで
　ど日一等及生は
　所本日にび活’
　要鉄社つ医保厚

有るq政等保る共第員酬第う
　医　令の険審済八会支四箒医
療日第政法査組条及払条査療
に木八令施機合第び基に機扶
関鉄十＿行関に二国金規関助
す道四平令で設項家法定はに
る共号成等あ置に公にす’お
審済〉九のつさ規務定る生い
査組第年一たれ定員め社活て
機合四三部力1るす等る会保’
関に十月を　医る共特保護医
が設四二改厚療日済別険法療
削置条十正生に本組審診施に
らさに八す年関鉄合査療行関
れれよ日る金す道法委報令す

る基健導④び医被③確嘱所極②遇II三審①実以　で大にと
なづ康の　つ療保　な託等的　のな査　強下しあきおか
どく保実指い機護医病医のに長確支内レ化のた為く、けら
効指険施定な関者療状及関図期保払容セをこが　　るも
果導溝に医適のの扶把び係る入をやのプ図とつ　そ医明
的等　あ療切協病助握主機た院推被充トるに須　の療ら

う強祉　るう病醐た菟にの関復　適報制　一実　重る
こ化法医個こ状　 つ　よ強　帰　切酬の　層施　要割本
菟を等療別ζと指て　り化保を　なの強　のに　課合制
　図に陵指　結定犠　的や健積　処適偵　充は　題は度

9
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普と過が　過と間のけ族　つ
段いぎ’まごなの年てサrて今、
はうゑこずすつ連次言1た来年
一か　れ思かた続休つビまるも
食っ憲でいが。し暇たスに。ゴ

て今なi私て哩解こマるおる訪行　よ2寝結奮　 ささでで

　方は考がん方と意9で進る先ン先　な自問しあ　者うこ
　をなえ日でにで昧にあ性多生タ雲　らのはたげ　扱とと

鱗桶聡盆麟嶺撫鑛離言・紙1～欝
療らにはでをな症あか隠い物はに係ま院の救く
のえ伝母あ目つ候資ら　が　植意のつ探日急も私
あずえのゑ指た群　先医病本物識な鷹し曜車膜の些
り困た元　すらに付の師状当状が昌　に日の下母

慮いか意対由か　思てそ転能医病院もせつ鰍奥
すに理向応々等在マいいれ院性師隆先かい掩の
るも解等にし　宅力悩るはしがの　はかも　前三、
こ末しもつい尊介ロむとでて五診輸脳つあ月に月
と期て医い箏厳護二のこきほ分断送にてり初倒初i
な医も師て態死に1でれなし五で中関し病めれめ

策開て安生て関ゑがでががめ期　つと㌃つく、
に始一楽省で連　らはひ生直医昨たし　て
関し万死はあし歴検なとます療年とて結入治
2響，翻論軟諮舗魏騰階痛
寄調人ビ医そ会理べ国収い議問国　ので日始

議灘難茎駁鱒黙葉縫
資とにウりはしでと識と国だら本　つ臨天し
　そ意イ友大た　答をい民とた首　た終国た
　の識ル　きの尊弁踏えのいめ相　ものにこ
　後調に尊いは厳しまる考うては　のあ召と
寳雛説鵡郷罐秀魏茉鶏縞1

ぎ
旨
9
ぎ
器h

五荻～召η41顧θ‘勧昭／998，5
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旨8
鐸
も

。§

タ

信長を歓州州濃資か木国免がと
州）受喜人方村　拠が盗7大い信
方のけののに長ま　色り」軍乞州

んは勝両し寄い連め　 合1司守ここル遠厳尽藤（く号ごも
縄躍藩鵠羅裏離、躍麗霧腰身言墓㌍繰
挨イ講鵡鰺寮驚㍑購惣騰整望難鱗継
獣ぞ榴震倭饗土魁函麟灘鵠霧獣翻鴇
講雛讐賑崖躍雛髄量補智ぞ象実が雛純別
　州　くは麓試居に倒つ　　で立穂傭書り軍かい決　古十はい秋
　側件琵信　み住危的た　　打て　き・のら資し両老五切ざ葉
　にの州そ四者機にカ1　う札恭無敗気一た軍の人ら戦大

㊥鰭篭鶴朧聾轄諮離藤縫饗雛鰯
あ　 りるよをもぼ　 ぐらがと　いご想、そが
りそ’もく璽なり子鯉れない昔。むいの気五よれ素の吹ねくのどのていつか　もが家持月
うは再がきる・よもぽい・てら　の湧のちに
や’些で抜に清うのりる気’r　をき子よな
一鰭誓駈雛誉隷忘覚捕藻重

にに力た透うちあ　感いの　ま風にがス
のむな強環明硅もゑせじる先風う通増入メ
こかつく、境性　r　つさ鯉か通かし殖りデ
のつて　ののす五政かえの昏しらのしこイ
頃てほ伸なあっ月治くあぼ　が咤悪てみア

舘論嫁誰魏璽讐麺耀鱒もびのしの済よ　り　鮮雛
審題糞燦曝聾硬り臓よ
櫨繋藁鱗蓑鍵義叢

匹吾窮魂で2発早竣ぞ牽1・1其鵜
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に課府月導　示監で知三て
お長県四監平さ査あに十は生
い会・日査成れ結q基六’活
て議指及方十て果　づ号平保
　’定び針年い等各き厚成護
そ生都五等度るを年実生六法
の活市日ににと踏度施省年施
内保社につおこまごさ社三行
容護会開いけろえとれ会月事
を関福催てるでたにて・三務
示係祉さ嬬生あ監保い援日監
す係関れ　活資査護る護社査
と長係た本保　方のと局援に
と会主都年護　針動こ長監つ
も議管道三指　が向ろ通第い

越特き成　　 一

えにた四近た
る都が年年　つ福
福市’以のて祉
祉部平降保の事
事を成ほ護　基務

い体後でい　　導
ての半推て　 監

’五か移は　 査

被割らし’　に
保を倭て平　 当

説ろて厚に
明で具生’
すあ体雀三
菟q的社月
　　な会二
　以取・十
　下扱援五
　そい護日
　のが局社
　概示長援
　要さ通第
　にれ知七
　ったを百
　いとも四
　てこつ号

　みりし察事もがつ　向て護
以が実な指務新人い一がき人
上求施い導所規事て方見て員
のめ体者員が採異は’受お’
よら缶リカ雪に増用動、福1ナり世
うれの三つえ職の毎祉ら’帯
なて確割いて員対年事れ従数
背い保をてきが象現務胤前と
景資に占もて配と業所　とも
の　向め現い属な員の　は徐
も　ける業るさりの実　異々
と　て状経ほれそ四施　なに
　　の況験かるの分体　 つ増
平　取にを’福内の制　た加
成組あ有査祉容一に傾し

　要果やに効　　（一）必効た十
しでをそ毬果前に　要果つ年
たあ踏の　的述つ保で的て度
がゑま特管なのい護あなはの
つ　え性下指よて動資指次生
てたをの導う向導の活　　指十各監な　の

醤鶴欝保霧被　査析事実護　と
保　のし務施動　要
護　実’所す向　因
人　施そのるの　の
員がの動た下把
が　肝結向めで　握

窮隊

瞬鉾

餐

生
活

罐眠

導
陀
皿査
の
方
針
等
に
つ
し、

て
監よ保
査う護
になの
努観指
め点導纂
るを監！、
こ踏査難
とまに謬窪繋
がえ当麟露

厚
生
省
社
会

援
護
局
監
査
指
導
課

臣告、

厚短部π6」1職ヲク2路θ19985
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幽平成1D年度の生活保護樵祉指導監査方針，生活保護指導監査の鱒こつし、て

とケ討正　資織ち確を向こ組ア（二）に十な等不現　指背要年に増
な！結・こ　体な立果はれむ　　当分こ福犀業特導景因齢つ加
くス果改の　制がさた　らべ指的た事と祉　員侵監との階い傾
問のに善た　をらせすそのき導確る前に事査の　査な分層て向
題指おのめ　整　るよれ改問監な必検よ務察不被をる析別はに
の摘け指に　備福なうぞ善題査指要討る所指星保実社を等’転
笙編融隷惣縞劇矯雛毅蓑面弾蕎鱒駿

霧重娚灘麗笠製醤縫叢　讐券謹騨薙繍欝

よがが’実
う監確監施
な査立査に
状班さ結当

任いが織ウがk把問うの的況
せな行的　あ　握題こ段なをしさ善結
とどわな指ゑ監で点ζ階指確たれ努果毎
い指れ事導　査きや　で導認がる力等年
わ導る前監　のる是ま必に監つこのをの
れ監体検査　継よ正桑要よ査てと経踏指
る査制討の　続う改　なりや　が過ま導

施改査イあ者る対

性な善各助把巡改重をえ監
を指状福言握囲善要勘た査
確導況祉・咳指措で案継嫉
保台が事指　導置あし続
す帳経務導そ等の灸な的過
るを年所等れの進　がな去
必整的毎をぞ継捗　ら是の
要備にに行れ続状　実正監

　　　　　指う閾ま所
胤にとしし示え題た組
　豊と十たすでが一織
　認も分がる具あ連の
　識穫につこ体るのど
　さ　問てと的の事7
せ問題’だなか務匠

罐鍍鐸糧起応よ在等で，分方因
すつを幹あ改に法す
るて韓部資善分のる
必は識職　方析ども
要理さ員　法しこの
が事せに　をたにか

二す回心つの能　種にとの規　　働適職所特わた過今結　け
　る指のい運力し々なによ模被導　切員のにれ組程後果そら指必導研て営のた生る加う福保に小なが指多る織にののこれ

蓋　 指庁実方なの資問員多　下　す資る　祉と分を一の
眼　 導の務策業執　題任い前の　る　な幹事もに含連指監
点を巡中に務務がせこ述小指ど部務に行めの示査

に等摩　づ務生　　なすいと利十切の始
必を　　く所活他　 らるても　分丁徹段
要十家　りの困の　ななは侵義引寧底階

創羨　とび都の指
加　　し着市う導
し福　て眼がえ監
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イよの係握険金な
別導い被峡　指受つ認斉　に先査阪の　（カの　う要調及事融同
母kて保　ま導給いを点な努調の　定被　推保指否査び務機意
子　重護事たす状て行検おめ査徹申期保資進護導に等扶所関宝
世特点世務’る況は陵に’るを底告的護産
帯に的帯効扶こをそ　よ課よ行を内な者及
の被にと率養ζ適のまり税うい図容提にび
前保調関化能
夫護査係の力
に世をの観調
対帯行深点査
すのういもに
る子よ者踏つ
調やうにまい
査生指つえて

切受撫収状指’り’出対収
に給　入況導適必挙をセ入
把権各申にす正要証行　の
握の種告つるなに資う収把
す有年内いこ収応料よ入握
る無金容て蒐入じ等う申
よ及等のは　認関の指告
うびに確一　定係審導書

受すつ福養等’お
給蓉い祉義の生徴

野蕪鐸縫
け　査と対調会イ］
る　をしす糞枚つ
指　徹てる　　た
導　底の扶病社上
援す保養状会で
助る護関把保の

とし　’

なた訪
く訪問
’問活

覆　予動
　定は
護を’
世漫年
帯然度
のと当
状こ初

なに　す組議困と琿り訪　が式実力1いi　　　（つ指の等業すに
す計一る織を難も　ケ問しあ醜態　くス処動方　導場を等るつ
こ画方こ的開ケに検1調た資　把処かと遇等針ケす合把のにい

菟な催1　　　’討ス査が
検すス自しの活つ
討る等立た生動て
をなは選う活や処
進ど’定え実病遇
めしケケで態状方
る処11樹を把針
よ遇スス立十握は
う方診やす分等’
指針断処るににま
導の会遇と把よず

にの樹とう’
な評立な関現
つ価のるわ業
てが前もり員
い極提の方が
るめとでを当
傾てなあし該
向形るるてケ

画握遇のど方のの1るに握生とて
一や方基う針推樹スこはし活どは
的そ針本いは進立のζ実’実ま　’

と実
計態
画に
的即
なし
訪た
問処
活遇

地管態ら扶
に内及ず養
調にび世の
査居収帯可
す｛主へ構否
るす　成を
よる資’照
う者産職会

討い治訪　　（ウ〉把理か可情帯
す　’医問稼i導　　握由ら能をにな
る就訪に働 の稼にの生な聴つ餐
こ労問よ年徹働努聾活限取い
留簿鱗底羅灘盤磁
そ査よ活の一　層志含等常7　時

羅驕誕器脇監鷲果い状のに　に導生取民は来在
就て調把つ　対す活阪生も所が
労十査握い　する実　委と時続
が分を　て　るこ態不員よにく
可検行主嫡　指ζの在等り実世

菟の位ケ働に要らが活　　　　　　　　　　しと況
措に1能’なわあ実特ても変
置つス力稼訪れる態に実に化
を媛にの働問るこ等’施’に
講　つ活年活ことを保す調応
ず訪い用齢動とか早護る査じ
る問て等層をなら期開よのて
よ頻はにの実く　’に始う目随
う度訪指者施実訪把時指的時
指を問導にす態問握に導を訪
導高格を対る把格すはす十問
すめ付要すと握付るそる分す
るるをするとにに必のこ認る
こ等高る稼も必と要生ζ識と

活検も等各　（エ）導積必加渠に要と稼数つ
実討のの種不　す極要さ　よに考働又てま
態すで無年正不る的にせ就り応え能は汽歳
のるあ申金受正こな応る労就じら力就
把ζる告・給受菟増匡よ日業就れを労病稼
握　力1又保の給　収転う数実労る十時状働

蠣謙護幾難鱗糖輪騨藍
申査発申衣蛙策　行をる労確関しし少みる
告に生告　稼の　つ行と時に係ててなて場
書よ要に預働徹　ようと問把先娃いい就合
のる因よ貯収底　うなもを握調　なな労で
徴生をる金入　　指どに増の査必いど日あ

菟助泣よ　ロ報援助能
　を’助る　1告助母な
　早長就ワ書を　者
　期1の労1の図生に
　に1た指ク徴り’活文寸
　　聾め導）聖つ習し
　うののへ　つ慣て
　茎積徹の職’形は
　う1極底同業求成’
　指的を行安職等就
　導な図訪定活へ労
　す指．犠問所動の意
　る導　等＿状指欲
　こ援自にハ況導の
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圃平成10年度の生騰社会福祉指導監査方針．生活保護指導監査の方針等1こつし、て

を　きけ付に　と要　　（⇒
確しなですわこな援近の　よ正の析合　対ての内び求義　な取
保たいはるたれつ護年充要う受取を倭ま処は指容課めのこ事及
すがケそとっらて世　実援指給組行　たす文示審税るあの例び
るつ1のいてのい帯高
観てス需つお世資が齢
点’が要たり帯　保者
か的大を所’の　護’
ら確半満得単需　受傷
こなでた保に要　給病
れケあす障保は　世・
ら！資この護多　帯障
のス　と対費岐　の害
世処　は応を多　大者
帯遇　でだ給様　層等

護導防み硬発’る書に査状とるたが申
世す止状　生不よ指従を況と場堕少告
帯る対況そ経正う示わ徹調も合　な内
に必策をの過受指をな底査硅は収く容
対要の報是と給導行い㎏等　申入なの
すが徹告正発がすうケ　の関告申い審
るあ底さ改生発るな1福点係者告P査
指資にせ善要生こどス祉検先に内　が
導　努るの因しζ厳に事に調説容　不
援　め等たのた　正対務よ査明に　十
助　る不め分場　にし所る及を疑　分

う題現るケ抱　に自祉　取てびをてがすを祉の　ア倒努と医の
指解業な！えな取主事ま組全事具取当こ作事監毎　　めの療需
導決員どスる布組的務農む職業体組該乾成務査年計組る連機要
すに等阪診ケ　む内質　よ員計的む指　咳所指　画織よ携関を
る取全　断1処よ部力個うが画にべ針そ　を摘管的的うを　的

　確と査的にスこる点通要てこ運対事福事導ま向のの菟広等k
　保な察につ等菟是をしが組れ営処務祉務すえ　推推　い関
　すつ指活い問　正把てあ織に方方所事所る管前進進　対係保
　るて導用て題　改握　資的向針針と務に指下年　　　応機健
　よ問巣すはを　善阪福　にけ及等し所示針福度　　　に関所

酵羅蕪轟ケウ購舘雛漂謬羅噂繕騒イ

繁魑馴曙膿概欝謹課亥堅害雛鰯響難
のこきと担相職よび保　で1とて定のを査る基手未業十の十の
適ζるす当談員う事　　きスも嬉及状作察こ本続訪活分実分充
正
実
施
を
確

体る者業配査務
制援を務置察処
を助配にに指理
確や置つ努導等
保情1くいめ具に

1麗灘難議撚雛実
なて点察調握な員胤にれじ業てるれ
体は的指査しどは　各等た員いとて

施踏す市　　三導しとで時等　定意必にのを　〔四）るしる指に保

のと述福道　っ　つ蕪養覧をに被るな医あはこ部正菟い累1に璽

結鮮質お鍍難灘瓢欝噸総醤編空縛
りる点務・　留すは態をしプ者　方嘱こ等の医の　に向がて増
でカ1事所指意る療を行たトの　針託のをケ療確　配を不は加
あ　項に定事　こ養把ううを病　を医た的1扶保　慮加足査傾
資実を対都項　菟指握とえ常状　策のめ確ス助　　す味す察向
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当　〔三）う課等要も　〔⇒重監　 イを福討よに務　年りの福　ア〔一）
初都　配長のなつ監　点査特　念祉にう実所ま一原事祉一
に道監慮等指問て査監的結別特頭事片に施のた回則務事般一監

査’　　当嫉祉　人　　極実　すいくケ　割該資所も保に
の毎　　た　事特以　　的施　るっま1前を福　にの護基
実年　　る主務に上　　か状　こたでス述目祉　対で行づ
施度　　 よ管所重を　　つ漢　 ζ点も検の途事　 しあ政き

同す連ためど関なづ指だ＿の営査る　対こ効査お査て模
にる携顔る医に診　き導行別医上等管個　すζ率のけ継
よ情を　と療対療　実のう紙療のを下別　 る　 的主る果　実
る報図社と扶し報　施主指2給問通福指　 指　 実眼保に前施
指交り、会も助て酬す眼定一付題じ祉導導施事護現年計

　　　（P　　1　年辱繋

ll雛灘購
　び助段縫　正．鍵

　〔2）　　　　　　　　　ω2（7〕　⑥　（5）（4）　13〕　12〕　　（1）1

　　ウイ　ア員るさるいよ難企温露・雛確羅耀羅膿籍綴編擁
等把周第て給に桑笠等護等開申決内が委他い摩’の　分の相
雑矩騨煽飯難羅警濯鍵途職灘覇瀦
確状れ条牟をて係づび請握にのれ指事の活　摩の時　さ要に
1許確蝶赦鰹鱗膿傭識麗病男ξれ儲
饗魏雛離懸離曙翻婆難舞鋸製蕩
蕊　誘誇潅関裏豫裳報黎藷写曼錫騒腎藷育響鋳
ゑ　藷群影艘禾底品録なの貰堤埋膨孟蜜

霧　は腰力縢笠茎　遷哀癒釜匹標葉髪髭
繕　文葉肇既　 茗戸賑翻簸臓搬
じ　書適務容命　れ長つ窮れ的法が理検　簾濯馨燦　 蕊概薔警讐騨　　り聴）整’　る部る関る把定れれ　　本取調証自　か職力1すな握めてる

憂蓮

旛暴

蒸

麟
嚢暖

＿導
別を
紙実
．L施
　す
都う
道芝
府
県

指
定
都
市
が

行
つ

指
導
監
査
の
主
眼
事
項
及
び
着
眼
点
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贈平成10年度の生活保護社会福欄監査方針，生活保護指導監査の榊こつも、て

　　　　　　〔2）
　　　ア援に
収底務　助お保
入及の権のけ護
のび周利推る受才巴　資　矢LI　’　進　指　酢台

握産徹義　導中

　　　〔11　2　れ　　　　日寺　　　　1

　　ア　　てま適被
　調　資資いた切保権
ま査資産産る ’な護利
撫箋産の及角世指者
　に＿把び　帯導の義
資よ不握収
産り動　入
の的産　の
離蚕提
内確貯
寄認奪
にさ
変れ生
化て命
はい保
なる険
いな等
か　 v
　　の
　　里
　　禺
　　容
　　は

　　関
　　係
　　先

構が権務
紘利肉
収れ義知
入て務徹
等いに底
のるつ
変力こい
動　て
に

伴
つ

届
出
義
務
の

周
知

徹
底
が

図
ら

保
護
o）

し

お
り

等
に

よ
り

適

　（2）　　（D3　　　　　　　　　　　　　131

つる談　　オエウイ　ア等麟力激難鑓別潭扶耀講扶麺扶纂奮
町福　公部機なの憬又養行養扶養の世養義用
村祉　共周関扶扶帯は能わ義養義扶帯義務さ
酵馨轄縫羅離纏態葬難搬
携に　定委連が等保申のるにで笹調職待指る
はお　阪果携行の険立結発対き内査業に導発
十い　　　　わ対等て果　しる又は等生状
分て　医保　れ象のにを　てとは行の別況
とは
ら　’

れ高
て齢
い者
る及
かび
　身
　体
　障

　者
　等
　の
　処
　遇
　に

療健

脚
魏
欝
雑
購
麟
編
傭

縛撲謹
ると養てえ
カこし煮の’
　て　指必
　認税導要
　定法はに
　さ上行応
　れのわじ
　て扶れ’
　い養て家
　る控い庭
　煮除る裁
　に対力1半ll
　対象　所
　し親　へ
　て族　の

てにに
い調居
る査住
ケさし
1れてスてお
のいり
処る　’
理かあ
は　。る

適　程

未き近わ生母
回に隣れ活子
答曝のて実巨
と　市い態帯
な実町る及の
つ地村麓び前

収夫
入及
’び
資転
産出
等し
をた
把子
握）
すの
る居

　　　　　　イ
の調画のた実
推査的樹処態ケ
進活な立遇に1
　動訪些方即ス
　等問計針しの

福抱
祉え
サる
1高
ビ齢
ス者
の世
活帯
用等
等の
を処
踏遇
ま方
え針
たは
適’
切個
な々

　　　12）　ω／
の　的　実
ケま確ケ態処処
1たに1を遇遇
ス’樹ス踏方方
の多立のま針針
実様さ実型藁の
態なれ態　　設
及二てにか訪定
び1い即つ問
在ズるし十調
宅をカ1て分査

世蚕活
帯評動
主価や
及検病
び討状
世さ把
帯れ握
員たの
に上結
つで果
い立に
ててよ
のらり
処れ把
遇て握
方いさ
釧るれ
がかた

　　　旧）　　　　　（5）　　141
施構　　資　て　　の　　ウ　　　イァ握
さ　扶扶格ま確一老実収収　た　事
れ過養養にな認定齢施入入仕他ま務年収

　等対の認障る達受　内内嬬受老会金は
　をす実さ害牟し給努容容　給齢社等適
　勘る施れの　た資力を確的状年等の切

案扶
の養
』二能

’力

必調
要査
なは
も　’

の被
に保
つ護
い世
て帯
はと
’の

適関
切係
にの
実深

て状
い態
るに
かあ
　る
　者
　に
　つ
　い
　て

　堕
　犀
　金
　等
　の
　受
　給

者格さ確認確況金の受に
にのれ認
つ聾てす
い認いる
て るた

かめ

　課
　税
　状
　況
　調
　査
　等
　の

　斉
　点
　検

にはを関給徴
把的受係資取
握確給先格さ
さにし調のれ
れ把て査有て
て握い等無い
いさるに及る
るれ場よびか
カ1て食り受。
　い　確給
　る通認金
　な算さ額
　　のれは
　　対て’
　　象い社
　　とる会
　　な塗保
　　つ　険

（3）　　　　12／
　　イ　 ア　 イ

稼給　明　稼
働与収書収働資
収額人等入収産
欝鰭客醐
外嫉書資書把に
＿　及料は胚つ
年適びは’
傘切給添定
　に与付期
保行証さ的
険わ明れに
傘れ・彗て微
　て等い取
補い糞るさ
償る証龍れ
傘力；資　て
　　料　い
仕　 の　 る

送　内　か
り　容
等　審　そ
v　査　のの　＿　際
収　稼
入　働　給
の　日　与
把　数　証

い

て

の

指
導
又
は

指
示
は

適
切
に

行
わ
れ
て

い

る

か
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導
員
等
に

速
や

か
に

報

さ

れ
て

い

る

か

（7〕　⑥　　　　〔5）　鱒　　　〔31

　い　不　る　指　祉
藺繍簸雛麟摸局
調ケに由『切す助主ビ’を
繕控縫鑓鰐あ麟
果はつ認委応者わな活なて
喚なてk具措のれら用二訪
　い来　　置不てず等1問
査牟暫家親が在い　必ズ調
察　に庭族とがる必要を査
指　よ内等ら統究要な抱活

窒よ活
訪う状
問努況
調力等
査しの
活て聴
動い取
がるを
行力：行
わ　フ
れ　な
て　ど

る面かれく
面接らてな
接をもいど
が行’るの
続う生な場

に

は

訪
問
方
法
を
工
夫
す

に指え動
応源るを
じ援高行
て助齢つ
世が者て
帯行世い
員わ帯る
とれ箸カニ
面てに
接い対
をるし
行力εて
い　 は

適　在
切　宅
な　福

か
（2）　　11〕3（3〕　　　（2）　　　　11〕2（4）　　13）

　は　　　 て　活　世る　し　　　とれ　も
’臨な特訪訪訪いま動個帯必まてケ訪処もて処の
時い楓問問問るなの別へ要桑適1問遇連い遇と
訪な　調調計塊　必ののの　切ス計方携る方な問
は

ケ
1
ス

の
状
況
変
化
に

応
じ

て
適
切
に

実
施
さ

れ
て

い
る

長査査画
期活活1養
問動動
未嬉のケ
訪　状1
問概況ス
まね　格
た計　付
は画　に
計ど　基
画お　づ
にり　き
比実　適
べ施　切
実さ　に
施れ　策
回て　定
数い　さ
がる　れ
少力：　て
な　　 い

い　　 る

ケ　　 か
1
ス

ケ要ケ指あ訪に格画針のか針っ
1性1導る間策付象粧1≡。嫉て
スにス援貴格定基設　　ま　い
の応に助　付さ準定ケケたケる
実じ対の多基れは　 11　’1か
態てす必様準て’
の適る要なのいケ
変切ケ性二設る1
化な亘がし定かス
にもス勘ズに

貿鰹錠てなはれえつ
適っ’たるて
時てケも高は
適い1の齢’
切るスと者稼
なカ1のな等働
見
直
し

が

行
わ
れ

実つに能
蟹て着力
　い目の
訪るし活
間力：’用
調　当を
査　該図

。の
実
態

訪
問
調
査
活
動
の

必
要
性
に

即

スス処ス
記診遇の
録断の実
に会困態
明議難の
記等な変
さでケ化
れ組1に
て織ス即
い的等し
るににて
角検つ適
　討い切
　さてに
　れは見
　て’直
　い関し
　る係が
　発機な
　　関さ

　　　　131
進指1の
　導ス者稼
　援にの働
　助対い年
　のする齢
　推るケ麟

中長長　転
心選ケ家職
に定1庭を選ケス的含
定1の条む阪ス選件増
　は定等収

　　3⑥　　　　15）　　　＠　〔3）　　　〔2）　　ω2　（3）　　　　（21　ω1

ケ　　て入適に指へ十れ計　状適検つ形　て1自自身まい等稼切まよ稼導自のま分自て画稼自況育切ま診い傷成就就いま

謡麹橘魏籍罐縫駐篇宕寳継課籍瓢騨縮魏

塵’
巫稼
に働
向能
け力
たの
積活
極用
的を
か指
つ導
重す
点る
的必
な要
指が
導あ
援る

に指
応導
じが
た行
適れ
職わ
指て
婆い
がる
行か
わ。
れ
て

い
る

か

綾締鶴鰍敵轡力：翻纏繍謬簿諾鑛箕
献諜輔瀦講脇舗麟郷鵯与號鯛対域るにいにれの援等な　　状等状が対るに的ト労導的把
’賃

勤金
務水
先準
調等
査か
又ら
はみ
課て
税’
状就
況労
の日
調数
査’
瑳FI寺

行間
わ’
れ収

しの発従るつて各助の
な

い
場
合
に

は

保
護
の

優
廃
1ヒ

等
の
措
置
は

わ究いい種が収

指
導
指
那
は

てる貸行集
のな付わ提

必
要
に

応
じ

文
書

指
爪

制れ供
度て■
等い必
他る要
法かに
他
施
策
の
活
用
に

い
て

の

。応
じ

た

公
土
職
業
安
定
所
等

公
共
職
業
安
定
所

関
係
機
関
と

の

組
織
的
連
携
は

況自況勘すカニ従確点し援確握
報立　案る　わに検て助に
告を
書勒
の長
提す
出る
等た
のめ
指の
導指
に導
よ援
り助
積は
極’
的臼
に立
行更
わ生

さ就
れ労
’指

適導
切は
に　■

行地
わ域
れに
てお
いけ
るる
角保
　育
　所
　の
　設
　置

な把’いが把
い握主な適握
場さ治い切さ
倉れ医者に鯉
にて訪の行
はい問傷わ就
　る’病れ労
保力1嘱のて意
護　託程い欲
の　医度るの
停
廃
旦ヒ

等
の
措
置
は

協’
議就
’労

必の
要可
に否
応等
じに

カ1助
　長

　生
　活
　習
　慣
　の

早
期
に
ケ1
ス

録
に

明
確
に

記
録
さ
れ

そ
の
都
度
決
裁
さ
れ
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囲平成10年度の生活保護欄祉指導監査方針、生活保護指導監査の齢こつも、て

　　2援に
助対要
のす援
充る護
実指世
　導帯

　　（4）
進止
　対不
　策正
　等受
　の給
　推防

　　　　　　　　lll1
　エ　 ウ　 イ　　 ア

力　整　力　祉イ　高個
絵　扶備高を年施サ要齢別
　養の齢求金設1援者具
は義た煮め等等ビ護’体
行務め　てののス世傷的
わ者の障い受各事帯病な

舗擁魑藻糎構
いしの等
るて活が
な　用あ
　ケがる
　1図世
　スら帯
　とれに
　のてつ
　日いい
　常るて
　のか

交。必
流　要
等　な
に　生
つ　活
い　環
て　境
の　等
協　の

可健老1害援
否福人ズ者助
等祉訪に世の
に施問応帯充
つ設看じに実
いの護■対
て活制ホす
検用度1る討は’ム指
し図老へ導
　ら人ル援
勲纒娚
機い施1状関る設ビ況
にな及ス
対　び事
し禁菜て　 諏

協　福デ

　（2）　　　　ω3
応　むよ析法
擁雑繧歪歪。
わ事問帯て三受受
れ務題のい条給給
て所点実る及等等
いとの態かぴのの
るし有把0第未発
力：最繁饗緯夫講譲

　り検間■条止因
　組討題定適をの
　むさカX期用図把
　べれな的ケり握
　きていな1　’と
　間いか訪ス適そ
　題るな問の切の
　が究く調発な祖

あ
る

場

そ
o）

適
切
な

対

　査生指応
福活原導状
祉動因援況
事やが助
務関十を
所係分行
と先にう
し調把観
て査握点
取等’か
組に分ら

か

（2）

不ま
正た
受’
給悪
の質
原な
因ケ
分1
析ス
及に
びつ
再い
発て
防は
止’
対告
策発
は等
適が
切行
にわ
講れ
じて
らい
れる
てか
い　。
る

か
〔1）2　　／21　　　　〔D1

　　な　で毎　　　助
0不不く再き笹ま収収が
正正従三る　た入入行

羅舗鱗諾勲にケいたり状要内内て
つr場るの況に容容い
いス合収努調応にのる
てに嫉入力査じ疑聾衆
畦対　申が等て義認

　す文告行の勤が等

に　措指力涛先’
置示
がに
行対
わし
れて
て　’

い正
る当
かな
。理
　由
　も

う調説
な査明
どをを
・適求

腿等
事行い
務うる
所とカこ
とと
しも
てに

　　3保適
　正医
　運療
　営扶
　の助
　確の

調の嘱病常トト
整適託状時はの
等正医の活’点
はな等把用個検
適支に握で別’
切払よ’きケ活
にのり療る1用行た適養状ス状
わめ時指態ご況
れ’レ導とと
て縦セ等なに
い覧プにつ直
る点ト際て近
か検がしい6
。等活’るか
　レ用ケ角月
　セさ1　程
　プれス　度
　トてワ　 は

　点い1　編
　検る力　綴
　がか1　さ
　実。’　れ
　施　査
　さ　察　療

　（2｝　　　 ll）2　　 価｝　（3）　（Z）　　lll／

れ　指　養　　ては　地　は　がに

蕪噸舅耀罐纒撒
て病医関て院行確者助
いで療のい患わにの受
る’機選る者れ把病給

ま受
え診
’す

適る
正重
な複
受受

指の
導確
蒼認
嘉審

れ査

か複関定か
　数とは。
そのな’
の医つ真
結療てに
果機い止
を関るむ
踏で牟を

得
な

い
場

を
除
き

患
者
の

居
住

　て握状者
長いさはに
期るれ’対
外か
来。
患
者
の

実
態
を
把
握
し

必
要
な

指
導
援
助

　レす
そセる
のプ指
結卜導
果点援
に検助
基’の
づ主状
き治況
就医
労訪
指問
導’
’嘱

療託
養医
指協
導議
等等

　　　　　　（31　　　　　　12）
　ウ　　ィア等　　ウ　ィ　ア
ののと　の要行な適彫同必活の民関活援わ児指子切母子
行要用連生係用護れ童導供な親世
訪にが携委部状世て扶援の指の螢
問応行　員局況帯い養助進導養に
をじわ近’と
要’れ隣保の
請関て住健情
し係い民所報
て者るの’交
いにか協各換
るケD力種’
か1　等相連
　ス　に談絡
　診　よ員調
　断　る’整
　会　支医等
　議　援療は
お癒難

　参　等’に
　加　幅学行
　又　広校わ
　は　い等れ
　ケ　社関て
　1　会係い
　ス　資機る
　へ　源関力1

のる手が路援育対
処か当行に助態す
遇
充
実
の
た

め

の

関
係
機
関
と

の
連
携
及
び

社

轟

。齢鰭壌亀
法ててわ子導
他い’れ供援
施る学ての助
策力1校い就の
の

活
用
に

つ
い
て
σ）

指
導
は

適
切
に

係
機
関
と

の
連
携
を
図
り

適
切

等る学状
関力1状況

況
等
に

問
題
の
あ
る

世
帯
に

対
し

19
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次　の否扶他ての協活ス術扶医医煙ま’が患患送る難護送
の保病か助施疑給議用ワ的助は等　　治適者者給かと　手
点健状にの策義付状さ1意の週の適マ療切日日付。認タ段
饗簿鍵器餅磐騰譜匙購器影碧騨

　　（2）　（1）6　　5　（3）　（2）ω4　　131　　（2）　　　　　　　　ω3　　（31

　つあ　か　果か　 申　の　ウ　 イ　ア　い義特い患る医他ら医本的ケつ医嘱嘱請あ施調入入　て行　　る　　移移るがレ
にて者か療法み療庁に1技療託託さん術整院院移い困な移力：ま移送送発生セ

い関応てに用る否
頂係咲雍当及も’
　機　認たぴの処

鰐灘巖鷲
関連健て会関ての
蓮雑蠣鉾盗
携十法力1等連協に
が分’
図図結
らら核
れれ予
　て防
確い法
認る等
がかの
さ。活
れ　用
て　 に

他携議当
法のがた
が状行つ
適況わて
用　れは
さ　て’
れ　い医
る　る学
も　カ1的
の　　見
で　　地

い等聴及程及行1給わ費費現
るの取び度びわジ付れ及等物
力：医さケの活れ等　てび給給

学れ1所動ての知てス内状い施
識い処勤況る術
のる遇務　か石汗　力】　1ニ　カ竃　　　　。　口艮

修9当確　　鏡に　た保　　等
当　つさ　　治
た　てれ　　療
ぞ1轟　揖
　　託る　　の
艶暴力；　韓
医　の　　　は
等　専　　　事
が　門　　　前
効　的　　　に

い　F章　f寸　f寸

る害
力1年
　金
　等
　の
　累
　積
　金
　は
　把
　握
　さ
　れ

　加
　算
　等

れ1最たをも
者使経
等用済
■す的
真るな
に場方
止合法
むはで
を’行
得医わ
な師れ
いのて
者診い
に断る
限にカ：
つ基
てづ
行き
わ’
れ歩

た送給給
’給付付
通付　等
院は　の
証’　状
明型≡1　況
書請
　に
レ基
セづ
プき
ト行
等わ
にれ
よて
りい
事る
実力1
確
認
は

行
わ
れ
て

い

じプ
たト
場点
合検
にに
は当
　た
嘱り
託’
医診
協療
議日
又数
は　’

本診
庁療
協内
議容
が　’

適診
切療
に点
行数
わ等
れに
て疑

　　／2〕
確措
保置適
　事正
　務な
　等入
　の所

　（D　　　4
確　実措に
保実施置お福
　施の等け祉
　体確のる事
　制保適入務
　の　正所所

　（4）　　（3〕　　（21　　（1）2　12〕lll1

行が場い　いわ死ま適入合ま入るま入入る入適適
れ亡た切所にた所角た所所牟所正正
て等’に措は’者
いにそ行置’そ診
るよのわ縫措の断
力：る状れ　置際会
　入況て年の措議
騨客薗輩購

　置録か以等問要
解と
除し
にて
つ残
いさ
てれ
はて
　い
速る
やか
か

。

に

そ
の

手
続
き

が

。上の’に
は手措応
訪続置じ
問き施て
調が設担
査適の当
を切変職
行に更員
い行等を

　わの参
更れ必加
生て要さ
状いがせ
況る認て
等なめい
の　 らる
聾れカ1
認　た

’措措
措置置
置後後
変のの
更継援
事続助
由の嫉
が要
生否適
じに正
たつに
場い行
合てわ
の見れ
措直て
置しい
換がる
え行か
はわ。
適れ
正て
にい
行る
わか
れe
て

措にな
置入入
に所所
つ措措
い置置
て事事
’務務
よがは
り行’
必わ確
要れ保
性てさ
のいれ
高るて
いかい
者。る
を　か
優
先
し

て

措
置
さ

れ
て

32　
1

　　い
措新る入
置任か所
台職9措

鵯馨
諸に　を
鐙　対　行
　す　う
はる　 た

整研　め
備修　の
さは　職
れ行　員
てわ　配
いれ　置
るて　 な

かい　ど
　る　 の

　か　組
　　　織
　　　体
　　　制
　　　が
　　　確
　　　立
　　　さ
　　　れ
　　　て

　イ　 アい
に　可　 る

つ精否精か
い神に神。
て科っ科
検のい受
討外て診
が来のケ
行通検r
わ院討ス
れにがに
てつ行つ
いいわい
るてれて
か　’て　■

q搬魏
　保か障

健
福
祉
法

笙

条
の

適
用

。害
者

罎
鞭
譲
雲
謬
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幽平成10年度の生活保護朧祉指導監酬，生活保護指導監査の鱒こつし、て

　（D　5　　／31
営　営　確の
管猷管組保塗適
理画理織　定正
の的の的　審な
推な推な　務保
進運進運　の護

　／21　　　　〔1）2　1岨1　　　　　　　　　　　　〔31、　　（2）　　ll）1
て　　え動本　　め　　　エ　ウ　イ　　アて　をの　題及
い箏また向庁生運て理講的　の　祉　問1　取所講要理点ぴ理理
る萎欺上　が活営い事じ内間問そ事法題ス開組長じ因事の萸事事
力1計　で福福保方る者て部題題の務第のの始む等ての者現年者者
　画間策祉祉護針な及い点解と興所さ有有・べ幹い分及状度及等
　は題定事事の及　びる検決し　全二無無廃き部る析びを指びの
　運点さ務務運ぴ　斯牟やのて特体条をに止問職聖を所十導所現

営にれ所所営事
方対必のに方業
鉦す要抱対針計
にるにえしは画
基具応るて・の
づ体じ問示ケ策
き的見題し　定　　　　　『貝な直点た　等像改し及指スの
的善がび針ワ状
か策行指’1況
蕪耀置行りて査地等
可込い結域関
能まる果の係
なれな等実職
もて　を情員
のい　十’が
とる　分保参
なか　踏護画
っ。　まのし

長
等
は

職
場
環
境
の
改

及
び
職
員
σ）

士
気
高
揚
に

努

適た把にと及把つケ題員
正め樫問しぴ握い1には
化にし題て第してスつ’
対必’を取七て把のい個
策要取抱組八い握状て別
事な組えむ条るし況把ケ

す実
る施
なし
ど　’

　あ
そる
のい
対は
応’
策劇
を主

業職んるべ適か
等員でケき用
を研い1間ケ
実修るス題1
施を発にのス

つ有の
い無発
てを生
’把原
福握因
祉しを
事て分
務い析
所るし
全か

体D福

　　■握1
。福並しス

祖．ぴ『の
事にそ問
務問の題
所題対か
全を応ら
体抱策福
とえ糞祉
しる講事
て開じ務
取始て所
組・い全
む廃る体
ぺ止かと
きケ9し

行長分監長黙
しミ等掌査等認
　峡握結嫉識
具　し果

．雛謹寓
な事る踏の
改務かま保
善所Pえ護計の　 ’動

画抱　福向
のえ　祉’
第て　事地
定い　務域
等る　所的
’特　の特
そ別　抱性
のな　 え

対問　て実
応題　い施
措点　る体
置等　問制

入切
所にま
者行た
本わ’
人れ遺
支て留
払い金
額る品
のかの
決。処
定　分
事　に
務　っ
は　 い

適　て
正　 は
に

行　関
わ　係
れ　職
て　典
い　立
る　会
か　 い

　　o）
　　も
　　と
　　に
　　適

　（21
能

の査
充察
実指
　導
　機

（1）3　 〔2）　　　 11〕2　　　　　1
　　な　指　調　　作ま握
ケケ指長導ま査ケ訪成たで訪現
il導期が欺活1閲さ’ぎ闘業ススを間適　動ス計れ必　計活
の審行未切ケのの画て要か画動
処査つ訪に1実実のいにっのの
遇及て間行ス施態進る応必策掌
内びいケわのにに行発じ要定握
容助る1れ実つ即管に言力1スて態いし理
つ　、

い指
て導

ケ1
ス

ワ
1
カ1
に

必
要
な

助

指

等いのてた等
にる変の処
つか化助遇
い　9
て

ケ
1
ス

ワ1
カ

『

に

対
し

て

必
要

に言方
応’針
じ指の
て導樹
　娃文
そ適
の切訪
見に間
直な計
しさ画
にれの
対て策
すい定
るる　’
助角訪
百　間

個なや体
々指訪制
の示問の
ケ・調確
1助査保
ス言活
をが動
掌での
握き実
する施
る体に
た制つ
めがい
の確て
査保査
察さ察
指れ指
導て導
台い員
帳るが
がか把

　121　　／114
　　　等
ま会ま必ケケ
た議た要II
’経’にスス
会過所応診診
議昼長じ断断
結記等速会会
果録幹や議議
等さ部かはの
をれ職に’活
踏て員開処用
まいが催遇状
える出さ困況
具力こ席れ難
体　 してケ
的　てい1な　 いるス
取　 るかの
組　力1。処
み　　　遇
が　　　方
行　　　針
わ　　　を
れ　　　樹
て　　　 立

い　　　す
る　　　 る

か　　　場

か
　　〔3）　　〔2〕　　ω3
。示わ　いと　るを　　認
をら自ると実な取当自さま
受ず主力ε豊施
け　的　にし
て指内ま’た
い導部た実自
る監点’施主
場査検運結的
合等及営果内
　にび方に部
そお適針つ点
のい正等い検
実て化にて及
施’対反’び
方依策映福適
法然事さ祉正
のと業れ事化
適しがて務対
否て実い所策
に同施ると事
つじさ牟し業
い事れ
て項て
舗審
し摘に
て又も
いはか
る指か

ての
の結
評果
佃1を
が集
さ計
れす
てる

り面主れた
入す的必’
れる内要関
た課部な係
自題点措職
主及検置員
的び及がに
内指びと周
部導適ら知
点監正れさ
検査化てれ
及結対いる
び果策ると
適に華力1と
正基業　も
化づの
対く実
策指施
事導及
業事び
が項活
実又用
施は状
さ指況
れ示
て事
い項

に

進
捗
状
況
が

期
的
に

確
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　（3）

確

保実
　施
　体
　制
　の

外1か研ス。
修研
の究
実会
施等
等職
『場

研内
修研
内修
容は
に適
は切
工に
夫行
がわ
これ
らて
さい
れる
てか
い
る

か

／31（2）　　〔113　　（21（1）2　（唾）　131　（21〔111

　　い概　てケ　 い事指県ケる要新研い1専専面る査務ケ導査査職

務員実
　’施
他中状
法堅況
他職
施員
策等
等職
の員
職の
場経
に験
お年
け数
るに
研応
修じ
がて
適生
切活
に儀
行護
わ制
れ度
ての

’任修るス任任接場察処1が察察員
実職のカ：ワ面面相合指理スで指指の

1接接談’導等ワき導導配
力相相体支員に1る員最置
1談談制障　支力者は　状
の員員のをケ障1と原ケ況
複のが状来1をのな則1
数配配況しス来大つとス
面置置
接がさ
制困れ
の難て
採ない
用場る
な合力1
どに
面あ
接つ
相て
談は
体’
制査
が察
確指
保導
さ員
れと

てワし半てしワ
い1てがいて1なカい異る生力
い1な動究活1
塗がいす　保は
　生かる　護充
　活。｝　業足
　保　と　務さ
　護　等　経れ
　以　に　験て
　外　よ　者い
　の　つ　等る
　業　て　でか
　務　ケ
　を　1　適
　兼　ス　切
　務　の　な
　し　処　助
　て　遇　百

（3）　〔2〕　ω4　（3）　　〔2〕

　同よ　切るいて導関行必q処処にケ究てケ特特を
係訪要　遇遇行I　　l別に適
機問にそ困困わス　査スな’切
関を応の難難れワ　察ワ配新に
等要咳実ケケて1　指r慮任行
と請　態IIい力　導力がのつ
のし関をススる1
聯讐握騎力嘱
漢るにセい対　貢
　かケ　て応
組el適は織　ス切■
的　診な査
儀難搭
保　議を導
さ　へ行員
れ　のうが
て　参よ同
い　加う行
る　又指訪
か　は漂間
　　ケしを
　　1て行　　スいう
　　へる等
　　のかに

台rなケてII長1こさ1い
に助れスる
記言てワか
録・い1
さ指るカ
れ導力ε1
るし　 に

等た
’事

何項
ら　■

かそ
のの
形経
で過
記及
録び
さ結
れ果
てに
いつ

　　　6
導たの
の重実福
徹点情祉
底的に事
　な応務
　指じ所

がお体事
取い的項
らてなに
れ’改つ
て保善い
い護策て

鎚雑
　正じ箏
　運ら務
　営れ所
　がては
　組い’
　織るそ
　的かの
　か。原

　／41　（3）　　12）　口〕玉
つ　因　がの　そ
嚢鶴鵜羅擁楚
的小い度的的の対事斑
に規て監にな特す務務
確模の査策要性る所所
保な分結定因か具にの
纏誓遷購鵠罐
う事行よて分題なてに
る務磯るい析点対’応
体所　指るがが応そじ
制に具摘牟十認策れた

対に
すお
るい
対て
応は
策’
等そ

分めがぞ取
にら講れ組
行れじ保み
わるら護状
れ福れ動況
’祉て向
そ事いに
れ務るつ
に所力証’

て

分
析
が

行
わ
れ

な力
額は
が整
支備
給さ
され
れて
てい
いる
るか
か

q

（21（1｝6　12〕　（1〕5　　　〔4）　　〔3〕　（2｝　　　　ω4

　　　点守　る収　返合で扱ら特訪そ検関さケケカニま金法ま還法’保当つ特し保経
殊問の等係れII　桑の第歳を第点護たて膜適護理
勤用他の先るスス　　債六　免六検金るい　切金事
務自　管照よ記記　未権三そ除三を品なな金な品務
手動　理会う録録　収管条のす条行のどい品ものの
当車　が等慎等等　に理に内るにつ支のカ：等の支処
礪等　適に重個事　つはよ容場よて給体　のと給理
　の　正かな人務　い適るは合るいに制ま授な手状
妥機　1三か配的処　て切返挙嫉返るつが農受つ続況
当動　行る慮事理　　に還証　還力：いと　にて・

わ決の憤の

鱗麟
力溝難
　処れ料
　理てに
　にいつ

つるい
いかて
て。は

内　秘
容　密
審　が
査　厳

国行金資個額
庫わ及料別の
負れび等の決
担て法に必定
金い第よ要に
とる七り性当
のか七明がた
調
定
は

適
切
に

行
わ
れ
て

い

9条確十り
又に分■
はさ検そ
第れ討の
七てさ一
八いれ部
条るて又
にかいは
よ。る全
る　カ；部
徴　　の

てら真当い返
喚れにたる還
　てやっか金
定いむて
期るをは
的力1得’
又　 なケ
は　い1
随　場ス
時　合ワ
に　 に1
関　は力
係　　1
帳　複が
簿　数現
と　の金
の　職を
照　員取

9の
返
納
手
続
等
は

関

掻
等
に

照
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幽平成噸の生活保護繊福祉指導監査方針，生活保護指導監査の瀞こつし、て

　／5）　　　叫　／31　〔2）　　　lll3（61　　（5）（4）　　131　121　ω2

い適にわやさ要　 等　　さ的に　施る処切まよ保れ保か保れな件自自保のな讐自まれケ確費よ暴暴水ま
カ1分に桑り有て有な有て室の動動護措苑察立桑　1に産り力力準歳
　が行　徹がいを協をい　審車車の置　署更　組ス把　的団団の
　行わ指底認る認議認る保査の保開が暴等生受織診握収確関関維実
　われ導さめなめだめ牟有だ保有始行力関計給胸断さ柔に係係持務
　れて指れら　た行る

o）

問
の
使
用

止
の

指
導
は

適
切
に

行
わ
れ
て

るい示てれ
まるにいな
で力乙従るい

な

い
場

に

は

保
護
の
停
廃
止
等
の
措
置
は

わな場
の
指
導

指
爪
は

必
要
に

応
じ

文
書

指
爪

場わ場
合れ合
にてに
おい

’

いる本
てか庁
は。協
　　議
適　が
宜　必
保　要
有　な
要　ケ
件　 1
の　 ス

検　に
証　つ
が　 い

適　て
切　は
に

行　速

鯛寝襟篇難無継生齢魏牢
にに況ス倹て等関はは組等い活さケ1の心
当行がに　いがと必常んでる歴れ1スたと

てて先るへ
はい調調の
　る査査報
任な等’告
意　に指が
保　よ導速
険　りのや
の　的状か
加　確況に
入　に　行
に　把　わ
つ　握　れ
い　 さ　て
て　れ　い
も　　　る
検　保　か
討　有

たわ関対本るあは要時で受か
つれ係す庁牟っ常に見い給

合携徴れ
はで取て
　きさい
速るれる
や体てかカ・　御」　レ、　　。

にがる
警確力こ
察保
署さ
へれ
通て
報い
する
るか

た時応直る要
場連じさカこ｛‘1一

の

厳
格
な
審
査
と

指
導
方
針
が

明
確
に

　てスにめし
D硯いに対のた
在るつす努研
のカ1いる力修
生　て調がや
活
実
態

病
状

稼
働
状
況

は

関況
係
機

1廻

の
照

は査さケ
　’れ1
警指てス
察導い事
署のる例
等状なの

研
究
協
議

等

実

な者
処に医再
遇対療
のす扶
確る助
保適受
　切給

纏
護

　　　　（6〕　〔5｝〔1｝（3）（2）〔D2　　　 （3）（z）　〔1）1

況　 はき　　い　　　　　　にま　　　解
§委携絵鰻離轟懸華嚢鷺繍籔暴・

繍繕鮪幣舗艘駅驚鶴輻警個とカ：に病用　長ら載婦と給さ院保祉請力1度対
人し
ごて
と個
に人
整ご
理と
把に
握口
さ座
れを
て設
いけ
るて
カニ管

　理
　し

そ
o）

収
支
状

つ院品
いに費
て対等
入しの
院て取
患は扱
者’い
日本は
用来’
品病適
費院切
かにに
らお行
支いわ
出てれ
す用て
る意い
よしる
う負発
な担
こす
とべ

に要’者円適
対否適は滑切
す意切’にな
る見に確行処
療書行保わ遇
落　はわされ確
　適れれて保
導切てていの
篠些いいる耳犬
　記るるか況
適載かか。
切さ。。
にれ
行て
わい
れる
てか

期み及等の者れ患健法求
桀て賑鷲隣擁隷
患医存従はするに法法切
者療は事’る塊対第のに

す三取行
る二扱わ
精条いれ
神適にて
障用つい
害にいる
者つてな
保い配
健て慮
福理さ
祉解れ
丞さて
帳れい
のてる
取いカ：
得る
等力1

のす
趣る
旨埋
及解
びの
医状
療況
扶
助
に

関
す
る

事
務
取
扱
い
が

十
分
理

蒲

眼・

麟

別
紙

三

個都
別道
指府
導県
の・

主指
眼定
事都
項市
及が
び行
着う
眼指
点定
　医
　療
　機
　関
　に
　対
　す
　る

23
五拶6粥4Wセケ召昭　1998　5



め施道保法て
てす府す人’保
重る県る・入護
要指・こ施所施
躍望縁鰐
灘鍵蓋
倹たびで安行置
　す中あ定つ目
f呆了彙核り運た的
護割市’営めに
施はが各をに沿
設極実都確はっ

　査設施　一一ま体監に保　指
な制査当護指誕
　のとた施導皿
管整のつ設監査
下備連てに査の
福を携娃対体基
祉図を　す制本
事姿保他る等方
離ゑ糠騨
に　つ会監実
指　指福査
導　導祉の
監　監施実

指

導入
監所
査者
の処
実遇
施に
　重
　点
　を
　置
　い
　た

に保
つ護
い施
て設
　に
　対
　す
　る
　指
　導
　監
　査

以取査援社三て生れ年係
下り指監会十そ活た三る平
そ扱導第・一の保社月指成
のい課吾援日内護会四導十
概を長万護付容関．日監年

説」て・び六も会管日い保
明ろ具援同号榎議課にて護
すで体護日厚　に長開犠施
資あ的局付生三お会催　設
　軌な監社省月い講さ本に

なの正③要①　でつて題体監施に
指施実社な適まあ継犠が制査す対
翻総鯉廼欝問灘あ殺
査問確祉のム指　な題ら備連め更
を題保法確所導　指点れセ携侵に

　果個の充②て　必的対ら監施を
　的々適実必毬　要かし問査設実

う二あに監監全咳つ所法合るるし確　質都査
こ年っ努査査施　い者人娃実こて保な向市を

　査し場のるてた設全賞果難に実原なる員・
　をて合向な書上に般　かな対施則運この指
　行毬で上ど面で限に入ら場すすと営ζ資定

付よ施当す応る　　三
しるす課るし指問に
て指る長必て導題対問
そ導と自要重にをす題
の事とらが点当抱る点
星憩もがあ約たえ重を

の些監導に続間施　法
措　査監応的題設　人
置期結査じに点に
を限果をて実に対　施
講をに実担施対す　設

上び充績実施る適るあす
が定実　塵すか切入るる施
図着等有　るにな所の適設
ら化に給適と重入者で切運
れに努休切と点所個’な営
るよめ暇なもを者々各処の
よq有の給硅置処人種遇基
う　用消皇　い遇ののを本
指入な穫　十たが人ハ確虞
導所人　労分指確権ン保
す者材福働な導保をデす入
る処の利時研監さ尊イる所
こ遇確厚間修査れ重をこ者
菟の保生の等をてし有とに
　向及の短の実いたすに対

叢
眩
畳几

畝
に

る

導
監
皿査
方
針

鐘

鶴懸

融勘気
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囲平成1。年度の生活聯会福祉指導監査方針．保灘こ係る指導監査方針

施県つお　時と指す等　るし法　（1）四
阪といいまに法導るに特必て人法
　のてて歳糧人を指所硅要そ監人法指
監連嫉施　導指担導在　がの査が人導
査携　設法監導当監す複あ実と経監監

て導関い都る道市ての市　よ同にの容
は監係る道こ府・嫉施・　う時つ同の

鍵囎餅雛施龍麗鞍難
に実府にに　同市設対市　す施は施

ど解基個置対措及　ず
厳職づ々のし置びまる
正勧くの停てが指なよ
に告改事止嫉講摘　う
難蓉蟹実繍鑛

　止堕会求新人必に
　を　事め規・要よ
　行役業る収施なる
　う員法ほ容設改改
　なのにカ1措に善善

顧3法霜
蟹て人醍
　一は置皿に　・施査

る事重導
こ項点監
と及的査
とびにに

の法摘　璽指す業に　を題平
進人事さ点導る所対ま行点板指
行・項ら的監と管すなうに的導効
管施に侵か査と課る　こ着監監果
理設っ　つはもと指問菟目査査的
を監い指礎・1モの導題　しをにな

　把正結導に設連て法　な設はの
　握改果す止に携は人　指ご・実
　阪善礪るま対を’・　導と画施
　　状こらす強各施監の一内
　そ浬指ζずる化事設　査問的容

（2境い人

密な指
なる導
連都担
携道当
を府部
図県門
るにと
こお法

　　　お法応
て指さく人じ
嫉導ら必にて
　部に要対情
常門’がす報
時が施ある交
綿異設ゑ共換

通を
認行
識う
をこ
確と
保に
しよ
てり

る医被排個好るじ個す　の（nがえ見案心　要自と真尊康　一す
こ療服泄々調たて別る入充　必たを阪身そが立に　重管入　資
ζ対及物人査めの処よ所実食要個求　ののあのよ自と理所適
　策び等の結の見遇う、者　事で別め必状た資促峻活適等者切
　の寝の身果リ直方　の　　あ処る要漢め　進　へ切のにな
確具介体をハ阪針個快

い適　応給シ下び況生
て切衛じ食ヨを必に活
指な生たのと防要応を
導保的入提　止にじ確
す健な海供嗜す応た保

ノ、

ビ

リ

等
入
所
者
処
遇

リ資遇等に　　　　に
方’応日は
針専じ常’
を門て動入
策的嘱作所
定判託能者
す断医力個
るも等等々
こ踏のを人
とま意勘の

を入のな充対入
図所援生実す所
る者助活　る者
よの等環プ食処
う処を境ラ事遇
指遇充のイ　の
導の実確バ入確
す充す保シ溢保
る実る　　1
必とこ自の健

等すい　うど入まれか　（3）て者1当管観るとに　（2）る家応へ
にる殴さよ入所挺ぞつ自　配のシに理点こ楽わ入　よ庭じのま
通と　らう所者　れて己入慮意ヨ制上かとした所入う復た適挺
知とム膜指者か預別い管所す向ン限の室がみる者所指帰情切
すも所　導預らりのる理者る等活す都　璽の場畦者導へ報な入

す応期支　な認にて印所のる処外　のにこ活で生等　い庭へか
るじ的状　管を当管鑑者適こ遇泊レ生当のを　活の　てとのら
こてに況　理とた理カミか正ζに等ク活たよ確ゆが確　配の必の
ζ家通に　をるっさ　ら化　っ入リをつう保と長保　慮交要相
　族知つ　行なて般そ預等　い所工不てなすり期　　す澗に談
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12）こ体与よつ職任な　（1）　二
　と等水う職務給職職　遇
労のと準公員表格員員適の必
働な些が平間等付のの切充要
時い較撫ににを基確給な実な
間よし設運不給準保与給職
のうて所用均与　をに与　口
短指　在す衡規前図っ水　貝
縮導著地るを定歴るい準　の
等すしのと生に換観ての　確
労るく地とじ明算点は確保
働こ乖方もさ記毒か’保　と
条菟離公廷せk　ら継　　職
件　す共　な　標　続　　員
のる団給いか準初的処

指確業てこ職すこ服入の応　（41
導保種虞ζ能ると阪所減じ1入
すに目　　的こに　者退　所自
るつの入ま訓とよそがを機者ヰ
こい採所桑練がqの自防能の
ζて用者　等で　有ら止を身自
　十　の特をき社す進す維体活
　分適障に行る会るんる持的等
　配切害授っよ経能でたし・へ
　慮な等産よう済力そめ’精の
　さ作に施うに活をののま神援
　れ業応設指す動活障訓た的助
　る環じに導るに用害練は条
　よ境たおすた参すを及機件
　うの作いる狡加る克び能に

（51に等福参点こ門が二
　つの祉加かと職求1施進
福い資士及らがとめズ設
利て質等び’必しらにの

士葦策取修修灸質軌対
気一の得等会　を　応入
高蒐推にのへこ確社し所
揚進対充のの立会て者
策　のす実積よし福いの
の　取る　極うて祉く多
充　組配介的ないのこ様
実　 み慮護な観く専とな

（4）い務　　（3）指児の縮間法必て　改
　て省効の　導休配　のに要　施善
讐指力率向業す業慮年完基が魅設
貝導化的上務る等を次全づあ力に
研すのな　体こ労行有実く資あお
修るた業制ζ働う給施週　るけ
蕪叢
向　備の
上　導確
対　入立
策　等及
の　にび
推　つ業

の
確
立
と
業
務
省
力
化

条と休に所そ職る
件と暇よ定の場職
のものる労たづ員
改尺活労働堕くの
善　用働時　り確
に産に時間労に保
向体つ間四働努策
け　いの十基めと
て育て短時準るし

入人まがを実理る事め　（11　三
れ・桑確選際事こ会に施　の
の施声保任に会と機は設法適社
状設監さk法はが能運の人正会

の務必適で構がる確制び監金執要正き成こ充法保の　施
査銭廷でなるのの実人す確　設
をの　あ審理下たさのる立　運
通借法灸議事にめれ理た　　営

定用た門必者　（6）導用施リ
着やめ職要処適　す等の工職
但労に員な遇正讐る士た1員
に働嫉の職をな貝こ塞めシに
努条　確員充施の菟県のヨ対

舞1雛灘鞭蕪
指慮セでやい確定　みセ管利
導kンあ質く保着　にン理厚
すタ資のた阪化っタ増生
る職i　高め　　　い1進
こ員のそいに入　　てののレ
ζの活の専犠所　　指活実ク

確監営う点処本’繰
保査費指検遇庁都越
さをの導を’が道金
れ通弾す行入施府等
てじ力るい所設県を
いて運こ ’者等　有
る　用ζ所処の指す
か適に　要遇整定る
否正つ　のの備都施

ない　改状状市設　指適備整人をた　（3）導担社
施てさ善況況及にま導切等僅事配埴健　監当会新立
設嫉らをに及び対桑すにの　　置　全施査部福た
運　1モ図つび中し　る行整運労す資な設を局祉に
営指　るい職核て高こわ鏡用務る格施の実と法設
が導運よて員市は額ζれ　さ面よを設運施十人立

て維れでう有運営す分にさ
い持ての指す営管るな対れ
る管い規導るを理こ連し’
か理る程す専確体菟携て施
等にカ1等る任保制　のも設
につ　がとのしの　う施整
つい施適と施て壁　柔設備
いて設正も設い払　　整中
ても設に硅長く　　指備の

（2）す監期じ
　る事待て
新こ機さ’
設ζ能れ理
法　をて事
人　十い等
の　分るに
運　発も対
営　揮のす
管　すでる
理　るあ牽
体　より制
制　う’効
の　指そ果
確　導のを
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幽平成1。年度の生騰社会福祉指導監査方針，保護施設1こ係る指導監査方針

所行寄　15）よに者預めさ鑑預さにめ　るでか況実営
者う付寄　う必にりるれがりれし’措よあ室等質を法
やよ者付寄指要対金よるそ金るて会置うる　を的し人内
施うの金付導嬉しのう等れに占適計費指の監明審て・部
設指意の金す応定収指肉ぞつっ正責の導で事確講い旗牽

雑群　魏て・雛罐入響響騨薯鼠鋸
め　理つ　　すと入らに管と所確明る　努重こ産会な
て入をて　　るも所に努理印者保確た　め要と状の運

＠こ上か
　ζ’を

正正
にか
行つ
わ具
れ体
る的
よに
う番
指査
導確
す認
るの

実想難　（7）指公施るし不てい営部ての事監み　㈲いれ人招受い
鞭定体防　導共設とて祥毬蒐がのい特畢査る不　てた・かけな
　し制災防す性のとい事　　行者る定　がと祥不指上施な入い
非たの対災鷺に幹直るのこ従わのこな施形’事祥導で設いれカ1
常避確算対」関部1＼か未れつれ専と関設骸①の事す行とよる

資火は連　　め　じて十里に起・事占親菟　の策　なに業にの
の訓夜絡　　 る施法検分思当因施長め族　監背の　ど締者誤寄
確練問・　　よ設人証機したし設等ら等②事景肇　に結と解付
保のを避　　うの・す能てつて運一れと理のをユ　つさ法をを

　　1処ビ
遇リ食
の等事
充入・
実所リ
　者ハ

　第．
保所1　者　＾鮮
　処適／墜
　　．嘉離舞．
　確入

　（2／
　ア
定　 リ

さ機ハ
れ能ビ
て低リ
い下テ
るを1カ1防シ

　止ヨ
　すン
　る嫉
　た
　め適
　に切
　保に
　護行
　施わ
　設れ
　のて
　個い
　別る
　リカニ

　ビ
　1フ
　計
　画
　が
　策

　　　　　　　　　（1）
オエウ　 イ　　　　　　ア
　　策　がの　れび　個
ケ入個定処行検まて所個別
1所別さ遇わ討恭い内別処
ス青処れ方れ結　る生処遇
処の遇　 針て果個力：活遇方
遇処方かはい等別　態方針
の塑針つ医るを処
進記にそ師禰踏遇
行録基の’　ま方
管等づ実埋　え針
理はい践学　たは
騰毒購更ズ
切さ遇め士　で所
に拠がて等　策縫
行　実いの　定
わ活星艶る専　 さ適
れ用さな門　鯉切
てがれ　的　　な
い図て　な　必時
るらい　ア　要期
力姿ゑ共億鋲
　い。　イ　 じケ
　る　　 ス　 て1
　カこ　　を　見ス
　　　得　直会
　　　て　し議

度針嫉
篭嫉
に　適
つ目切
い常に
て生策
の活定
定動さ
期作れ
的能て
調力い
査　 る

結心カニ
果理
に状
基題
づ

い家
て族
策関
定係
さ及

るか　 が

た。施な施価
めま設さ設
のなのれの
レ　管て処
ク人理い遇
リ所のるに蓼
工生都力1つ．
1活合　いシをに　て
ヨゆよ

瀦軌奇響
実の入　者・

鞍誓窪翼
に　の　向
創か生　　・、点、i
意つ活　希工’を　望葺
夫楽不　等
がし当　を
なみに　尊
さの制　重・
れあ隈　す・
てるし　 る唱

いもて　よ唱
るのい　 う

カ1にな　配
　すい　慮、

別
紙

ユ

社

福
祉
法
人

施
設
に

係
る

指
導
監
査
の
主
眼
事
項
及
び
着
眼
点

㈹こみぐ近
　菟等る隣
在
宅
福
祉

地
域
福
祉
へ
の
積
極

にみ施
万の設
全防及
を災び
期体地
す制球
るの住
よ強民
う化等
類へと
導のの
す取地
る組域

とを提　的
。深供施な
　めし設取
　て’は絹
　い可そみ
　く能の
　よな専
　う限II『
　指り的
　導地機
　援域能
　助とを
　すの地
　る連域
　こ携に
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　　　　　　　　（4）
　エウイ　　　　　ア
が　　　け　等力1　適
行自身入る特が　入切
わ力体浴な砿行ま所な
れで状にど　わた者入
て人態当週入れ’の浴
い浴にた二浴て次入の
る可応つ回日い回浴確
牟能じてのがるの礪保
　なたの入行か入　が

者入健浴事ウ浴一で
に浴康が日　 ま週き
つが状確・　で問る
い行態保祝　のによ
てわのさ日　間少う
嫉れチれ笠　にな努
　てエてに　つくめ
入いツい当　いとら
浴るクるた　てもれ
時角昼なつ　は二て
問行た　回い　　わ　場　必以る
入れ合要上牟浴　て　　　に行
回　い　代　応わ
数　る　替　じれ
の　か　日　てて
配　　　を　清い
慮　　　設　拭る

サ　 コ

　ら　る目
給れ食かさ保れ人食
食て器
関い類
係るの
者か材
の。質
検

便　種
は　類
毎　に
月　配
全　憲
員　が
実　な
施　さ
さ　れ
れ

て　 ま

い　 た

る

か　衛
　　生
　　管
　　理
　　に
　　努
　　め

　　　　　　　　　　　　　　　（3）
　ケ　クキ　カ　オエ　　ゥ　ィァ
怖　 さ　　　　か　　なと　い　　適

　　　　　＿食。新人いな検る噌必切

。響灘欝灘蓬嚢

騨食・降近吸・た畿鰹
瑚蕪編籔翼あ麟馨費
てな
も方
す法

て冷
保凍
存保
さ存
れ）
てで
い保

書難灘

　　　　い活力：　。かれ牟
用　　　 ，て
が　　　

）
い

な　　　　 る

繋擁彙力：宕

に一れ等　力1
よ原てを
り則い献
実とる立
施しかに
さて。反
れ食　映
て事　し
い前　て

イ

車
い
す

歩

寵
奪
は

必
要
な

数
が

確
保
さ
れ
て

い
る

か

　　　　　　　　171
エウ　　　　 イ　 ア

　　に医ま医　に　医
入急行にたが施行定学
所病わよ’お設わ期的
者等れる個かのれの管
ののて必々れ種て健理
外場い要のて別い康嫉
部合るな入い　る診
への融医所る入力：断適
の緊　学者か所　 ’切

通急　的の。定　衛に
院連　管身慾員　生行
時絡　理体要の　管わ
の体　が状な規　理れ
介制　行態日模　及て
添が　わ・数別　びい
え整　れ症・に　f云る
’備　 ’状時応　肇な
入さ　看讐問じ　病
所れ　護にがて　等

都駆灘錘人る　へてさ要　す
院鳶　の’れな　る
時　　指医て医　対
の　　示ll嘩い闘1　策
f寸　　が　る　　は
添　 適嘱か璽　適
い　　切託」託　切

　　　　　⑥
　エウイ　 ア

と　　　着　衛
なシ入起用入生
つ1所床す所的
てツ者後る者な

灘蔓灘
　ののも慮はび
　リ洗せが■寝
　ネ濯ずな季具
　ン等寝さ節が
　交は巻れー確
　換適きて生保
　は切のい活さ
　適にまるサれ
　切行まかイる

にわと’クよ
行れな　ルう
わてつ　に努
れいて　合め
　るい　 っら

當力1な　たれ
に　い　衛て
漉か生い撒　　　的る
な　　 なカ1
も　　　物
の　　　を

角の誘つ’つ
　排導使汚交
　泄等用物換
　介の者は時
　助働に速は
　及き対や’
　びかすか換
　おけるに気
　むがお処に
　つ行む理配
　交わつさ慮、
　換れ外れが
　にてしてな
　ついのいさ
　いるたるれ
　てかめかて
　　　　　い

　　　　　　　　　　　　　〔51
　カ　オ　エ　 ウ　　 イ　アる
て　 ト　　　い　が障　心　角入
い夜イおまおる便な害排情お　所
る問レむたむカ1秘さに泄にむ　者

「』

分
配
慮
が

な
さ
れ

ポ
『

タ

ブ
ノレ

介
助
や

る

か

のれ応の配つ
続てじ自慮交
いいた立が換
てる工にな時
いか夫つさに
る　D
者
に

対
す
る

洗
腸

摘
便

が

適
切
に

行
わ
れ
て

がいれは
なてて　辱
さそい衝
れのる立
て努か
い力。カ
るが　

1
かな　 丁

　さ　 ン

まれ　を
たて　活
　い　肘
換る　す
気か　る
や。　な
保ト　ど
温イ　入
にレ　所
配等　者
慮は　の

の
状
態
に

応
じ

た

排
泄
及
び
お

む

つ
交
換
が

適
切
に

行
わ
れ
て

い
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幽平成10年度の生活保護樵祉指導監査方針，保酬こ係る指導監査方針

　　2保活
　環人
　境所
　等者
　のの
　確生

　　　　　　　　　施
　オ　エ　ウイ　　ア設
作にの　 い設動居な居プ各居まる入備
す室さ窺ラ居室たか所等
る’れ等イ察等’
発便てのバ　が障
　所い漕シ便設害
　等る掃1所備に

必か　が等及応
要。衛守必びじ
な　生ら要運た
場　管れな営配
所　 理る場基慮
に　　 よ所準が
ナ保うににな1　註温酉己力あさ
ス　 ’慮1つれ
コ　換がテたて
1　翼なン構いル　　さ等造る
が　採れ蚕に牟
設　光て設な
置　及い置つ
さ　びるさて
れ照な塵い
　　明　　る
門　は　入か
滑　適　所。
に　切　者

P者生が活
安環
全境

　は快’
適適
に切
生に
活確
で保
きさ
るれ
広て
さい

　る僅力こ

備
と

な

て

　　　　　　（9）
究加　所行要
　でま者いな入実
　き欺がそ時所施
　る　適の期者機
　体人正更にの関
　制所な生’入と
　が者施の人所の
　整診設目所・連
　え断に標者退携
　ら会適■の所が
　れ議正実機の図
　るにな施能際ら
　な曝期方の及れ
　ど　間法状びて
　実必措等鰻人い
　施要置を　所る
　機にが決適者究
　関応さ定性処
　とじれし　遇
　のてて管能等
　連実い理率の
　携施るし等実

醐郵弊　らの　るいあ
　れ職　かてた
　て員　 ・検つ
　いが　＿討て
　る参　入を必

　　　　　　　　　（81
　ウ　　　　　 イ　ア
に　　族　慮　　た　家
つ家さとまが入家’入族
い族らの桑な所族租所と
ての1モ連　さ者と談者の
の面　携家れののにや連
働会家を庭て身連対家携
きが庭図復い体携し族に
か長復る帰る状がてか積
腱雛薪力：蜷驕矯
行わの切待
わた状にで
れつ況対き
ててが応る
いい適さ者
るな切れに
かいにてつo　場　才巴　い　い

　合握るて
　　さかは
　家れ。’

族て　実
にい　施
対る　機
しか　関
　　　及
来　　び
所　　家

変にな相に
化保助談取
等た言に組
にれ指応ま
つて導じれ
いいがるて
二ζる行体い
家発わ制る
族　れが力乙
へ　 てと
の　 いら
情　るれ
報　かて
提　　い
供　　る
等　　か
の

配　　ま

に

つ
い
て

配
慮
が

な
さ

れ
て

い
る

か

　4等

へ自
の立
援’

・助自

　活

　　3化金
等管入
　理所
　の者
　適預
　正り

　ω立
ア　 ・入
　救自所
機護活者
能施等個
を設へ々
回関のの
復係援身
し

又
は

機
能
o）

減
退
を
防
止

す
る
た

め

の
訓
練
又

は

作
業

助体
が状
行況
わ等
れを
て考
い慮、

るし
か

o施

　種
　別
　毎
　の
　特
　性
　に
　応
　じ
　た
　自

　　（31
示

に入遺
基所留
づ者金
くが品
遺死の
留亡引
金しき
品た渡
の場し
引合等
きには
渡’
し実適
は施切
適機に
切関行
にへわ
なのれ
さ通て
れ報い
て及る
いび角
る実
力1施
　機
　関
　の
　指

　　　　〔z）
　イ　　 ア

い　さ活　介
な行せ用入護い　　事　　て　　品　　戸斤　用

力1のい等者品
　一なでの等
　環いあ処の
　とかっ遇本

し。てに人
て　　必負
誓羅程
費　会医
用　計療適
＿　で介切
外　負護に
食　担用行
筆　す吊わ
　　べ　れ
を　き布て
入　経団い
所　費’る
者　を毛力こ
に　入布
負　所等
担　者の
さ　に日
せ　負常
て　担生

　　　　　　　　　　　　　／11
　カ　　 オ　 エ　　 ウ　 イ　 ア

に　る合　れ　別管　れ　に　入
連預かの預て預々者入て自施人所
絡り
し金
ての
い収
る支
かの
。状

　況
　を
　定
　期
　的
　に
　入
　所
　者
　碁
　要
　に
　応
　じ
　て
　家
　族
　等

。下りいりの’所い己設所者
に金る金場印者る管が者預
金のカニの所鑑の究理預のり
銭払
授出
受し
がに
行当
わた
れつ
’て

入は
所’
者引
かき
ら渡
のす
受職
領員
印以
が外
徴の
さ職
れ員
ての
い立

騒麟
状理者に
況さがよ
峡れそり
　てれ預
施いぞり
設るれ金
曇力1國を
に　に保
よ

り
定
朋
的

毎
月

に

点
検
さ

定管
めレ
らて
れい
　る
そ場
の合
保’
管預
も金
適通
切帳
に保

のり所金
た金持の
めと金管
にしを理
必て’は
要管自’
と理己適
なさ管正
るれ理に
保てが行
管い可わ
場な能れ
所いなて
の力二者い
確　にる
保　つか
等　い
の　 て

配　 ま

慮　で
が

な　 一
さ　律

　力
具

が障

保を
さ有
れす
てる
い入
る所
か者
　の
　た
　め
　に
　必
　嬰
　な
　車
　い
　す

歩
行
器

難
用



行は出
う適’
作正必
業に要
会行経
計わ費
等れの
とて算
のい出
負るは
担か適
が。正
週　に
正　行

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔2）
シサコ　ケ　クキ　カ　　オエ　ウ　イ　ア
　　　理し　夫等正　も生総授他工授さ授適授入が肢がな作作の作に入合入産
の賃産れ産正産所な切行も業業と業っ所診所施
施の収て事な事者さ断わのの環な設い者断者設
設支入い業も業のれまれと内壌つ備ての会に関
等払のるにのに作てたてな賓　て又配作議対係
㊤い算衆係と係業いはいっ　安いは慮業がし

に

行
わ
れ
て

い
る

わ
れ
て

い
る

か

入て注が
　い価適
支る格正
出か’に

るなる記る機るて作全る作が能開’
収つ受録な能牟い業管牟業な力催個

は

授
産
事
業

計
に

よ
り
適
正
に

処

ロ販記
売録
価さ
格れ
はて
地い
域る
0）か
同’
種
の
企
業
に

比

障

者
に

対
し

作
業

襲
歪
曼
ゑ
誇
工

る時理
か間は
　は適
ま入切
た所に
必者行
要のわ
に身れ
応体て
じ的い
て状る
授況か
産等。
科を
目勘
の案
見し
直た
し適

分さ評さ別
担れ価れ的
はてをてに
’い適い更
入る切る生
所力ll…カ1計

付
い

心

理
的
更
生

職
業
的
更

画
と

実
施
方
法
を
決
定
す
る
た

め

　カ　オ　エ　 ウ　イ

機図るれ等のは関通ら入鳶疾て精を訓た
と所れ所
・卜事て者
分業いの
連のる個
携実か別
が施。の
図に　状
ら当　況
れた　等
てつ　 に

いて　 つ

るは　 い

か　　 て

。家

　族　保
　　　護
　保　の
　護　実
　の　施
　実　機
　施　関
　機　と
　関　の
　等　連
　関　携
　係　が

患い神勘練め計
にる障案まの画
応か害した工が
じ　。

て

医
療
機
関
と

の
長
期
的
な

協
力
関
係
が

確
立
さ

れ
て

い

者たは夫作
社適作が成
会正業なさ
復なのされ
帰も内れ適
対の容て切
策と’いに
等な時る実
関つ間か施
係てはロさ
諸い入　れ
施る所　て
策か者　い
のDの　 る

活　精　か
用　神
が　的　ま
十　　　た
分　身
に　体　参
検　的　加
討　状　促
さ　況　進

　　2件短
の縮労
改等働
善労時
　働間
　条の

　1
水

準適
の切
確な
保給
　与

処員第
遇の2の確
充保必
実と要
　職な
　員職

　　　〔31
圓

行ま職健
わた員康
れ’へ管
て寮の理
い邸健関
る等康係
力1夜診
　間断
　勤は
　務’
　を適
　行iE
　うに
　職実
　員施
　にさ
　つれ
　いて
　てい
　　る
　かか
　月。
　以
　内

　と
　に

　　　　121
　　　イア
禦藤繍覇
な’力等’宿
さ設がの宿日
れ備な夜日直
て■さ間直関
い備れ勤等係
る品て務の
か等いを取
。夜る行扱
　勤力言うい
　等　者は
　を　に’
　行　つ適
　フ　い切
　者　てに
　へ　 ’行

　の　長わ
　福　時れ
　利　間て
　厚　勤い
　焦　務る
　は　 のか
　　　解P　十　消
　分　に
　な　つ

　　　　　ll）
エウ　　 イア
　　時　　　労
産年間＿労労働
休次短週働働時
’有縮所時基問
育給に定間準
児休向労の法休
休暇け働短等暇
業等た時縮関関
等の努間に係係
の取力四つ法
取扱が十い規
扱いな時て楼
い曝さ間の
1典　れへ促遵
　適ての進守
適切い改がさ
切にる普図れ
に行かがらて
行わ」図れい
われ　らてる
れて　れいカ：
てい　てる
いる　 いか
るか　 る

D

か　。　か

ま
た

　　　（Z）る（P
に　いさ　等
行まるれ給妥給
わたか’与当与
れ’。給規な水
て非　与程も準
い常　格にの1孟
る勤　付初と
力醤昇肥嚢
簿糟罐　対　昇基る地

　す給準力：の
る

雇
用
契
約

賃
金
の
支
払
い
等
が

適
正

’表

各’

騙
聯
静
騨
霧
鯵
蝶

地
方
公
共
団
体
等
の
給
与
水
準
を
勘
案
す

か実
。や優
　福秀　か
　利な
　厚人
　生材
　のを
　充安
　実定
　等的
　　に
　職確
　員保
　処す
　遇る
　がた
　充め
　実’
　さ資
　れ質
　る向
　よ上
　うの
　努た
　めめ
　らの
　れ研
　て修
　いの
　る充

五塘侃η4脳θ卿耀　／998，5
30



幽平成10年度の生活保護朧祉指導監査方針，保灘こ係る指鞭方針
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團平麟度の生騰襟祉指導監査方針、保護施設1こ係る指導監査方針
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幽平成1。年度の生活保識福祉指導監査方針，保護施設1こ係る指導監査方針
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　社会福祉学とは何か？
　　　　どいう根源的な問いかけに応える

　　　　　　　　　　　現代版社会福祉原論。

　　　　　購・曜糠繍羅漂論一一

　●京極高宣著●　　●A5判／164頁●定価本体2，000円（棚Il）

●主な内容●

序　章社会福祉学とは何か

第1章福祉システムと社会福祉の概念

第2章福祉＝一ズと福祉需要

第3章福祉サービスとソーシャルワーク

第4章福祉サービスの経営と政策

終章むすびにかえて

　　 社会福祉学の現代的課題

現代社会にふさわしい社会福祉学の視点と枠組みを

明らかにし、社会福祉研究の新たな発展の起点とな

る課題を提起。

社会福祉制度政策の激動をふまえ、平成7年の初版

を改訂しました。

社会福祉を初めて学ぶ方にも、専門的研究者の方に

も価値ある一冊でず。

　　　　●お申し込みは、書店か、都道府県社会福祉協議会または下記へ。

　　　社会福祉法人全国社会福祉協議会出版部
〒100－B980東京都千代田区霞が関3－3－2新霞が関ビルTEL．03－3581－9511FAX．03－3581－4666



昭和31年5月24日

　　生活と福祉
第三種郵便物認可

第505号

平成10年5月1日発行（毎月1回1日）

ドラム

以前は革ばりのものが使用されていたが、現在はプラス

チックフィルムが張られている。 般的にドラムという

と、ドラムセットのことをさす場合が多く、タムの数や

シンバルのサイズや種類などは、演葵者の好みに応じて

変えることがでぎる。

定価405円（本体386円）雑誌05595－5


